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女性が活躍できる社会をめざして

3/8国際女性デー
International women's day

特集



「男性は仕事、 女性は家庭」

という考え方を持っている方はいませんか。

　３月８日は 「国際女性デー」。

この日は女性の社会参加と地位

の向上、 男女共同参画について

考える日として、 国連により定

められました。 全ての女性が自

分らしく活躍できる社会を目指し

て、 今月の特集では男女共同参

画の視点から男女における現状

の課題や解決策、 また実際に社

会で活躍している女性にスポット

ライトを当てて紹介します。

　

ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ギ
ャ
ッ
プ
と
は
、
男
女
の
違
い
に
よ
り
生
じ
る
格
差
を

　

ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ギ
ャ
ッ
プ
と
は
、
男
女
の
違
い
に
よ
り
生
じ
る
格
差
を

いい
いい
ま
す
。
非
営
利
団
体

「
世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
公
表
し
て
い

ま
す
。
非
営
利
団
体

「
世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
公
表
し
て
い

る
経
済
活
動
や
政
治
へ
の
参
加
、
教
育
水
準
、
出
生
率
、
健
康
寿
命
な

る
経
済
活
動
や
政
治
へ
の
参
加
、
教
育
水
準
、
出
生
率
、
健
康
寿
命
な

ど
か
ら
算
出
さ
れ
る
男
女
格
差
の
指
標

「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ギ
ャ
ッ
プ
指
数

ど
か
ら
算
出
さ
れ
る
男
女
格
差
の
指
標

「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ギ
ャ
ッ
プ
指
数

(G
G

I)
(G

G
I)

」
に
お
い
て
、
日
本
は

「
教
育
」
や

「
健
康
」
分
野
の
値
で
世

」
に
お
い
て
、
日
本
は

「
教
育
」
や

「
健
康
」
分
野
の
値
で
世

界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
あ
る
も
の
の
、
「
経
済
活
動
」

界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
あ
る
も
の
の
、
「
経
済
活
動
」

や

「
政
治
参
加
」
分
野
の
値
は
非
常
に
低
く
、
そ

や

「
政
治
参
加
」
分
野
の
値
は
非
常
に
低
く
、
そ

の
順
位
は

の
順
位
は
146146
カ
国
中

カ
国
中
118118
位位((

令
和
令
和
66
年
デ
ー
タ

年
デ
ー
タ))

とと

な
っ
て
い
ま
す
。

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
・
バ
イ
ア
ス(

無
意
識
の
思
い
込
み)

と
は
、
自
分
自

身
で
は
気
付
い
て
い
な
い

「
も
の
の
見
方
や
捉
え
方
の
ゆ
が
み
・
偏
り
」

の
こ
と
で
、
自
分
自
身
で
は
意
識
し
に
く
く
、
ゆ
が
み
や
偏
り
が
あ
る

と
は
認
識
し
て
い
な
い
た
め
、
『
無
意
識
の
偏
見
』
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
・
バ
イ
ア
ス
は
誰
に
で
も
あ
る
も
の
で
、
日
常
生
活
や
職

　

ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ギ
ャ
ッ
プ
の
解
消
はS

D
G

’
s

の
目
標
に
も
掲
げ
ら
れ

て
お
り
、
世
界
的
な
課
題
で
す
。
こ
の
課
題
を
克
服
す
る
た
め
、
日
本

で
は

「
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
ア
ク
シ
ョ
ン
」
や

「
女
性
活
躍
推
進
」
な
ど
の
取
り

組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

「
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
ア
ク
シ
ョ
ン
」
と
は
、
多
く
の
企
業
に
根
付
い
て
い
る
男

女
の
役
割
分
担
の
違
い
な
ど
の
格
差
を
解
消
し
、
男
女
が
平
等
に
能
力

を
発
揮
し
た
り
、
活
躍
の
機
会
を
得
た
り
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
取
り

組
み
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
ま
た
、
女
性
活
躍
を
推
進
す
る
取
り
組
み
と

し
て
は
、
女
性
が
企
業
の
意
思
決
定
に
関
わ
る
こ
と

で
多
様
な
価
値
観
が
生
ま
れ
、
そ
の
結
果
、
企
業

価
値
の
向
上
に
も
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
女
性
役
員

の
育
成
研
修
な
ど
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

女
性
が
活
躍
で
き
る
社
会
を
め
ざ
し
て

ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ギ
ャ
ッ
プ
を
知
る

ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
・
バ
イ
ア
ス
を
知
る

ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ギ
ャ
ッ
プ
の
解
消
の
た
め
に

３
月
８
日
は

「国
際
女
性
デ
ー
」

特集

「ジェンダー・ギャップ
指数」について

主な政策について

職場におけるアンコンシャス・バイアスの一例

・女性は男性のサポートに回るべきだ
・男性は育児休業を取るべきではない
・ 仕事より育児を優先する男性は仕事へ
のやる気がない

・営業職は男性の仕事だ
・ 女性社員の昇格や管理職への登用のた
めの教育や訓練は必要ない

　女性の労働力率は、子育て期である30～ 40歳代に一度低下
し、その後50歳代で再び上昇する傾向があります(M字カーブ)。
この流れは一般的ですが、行田市の場合、子育て世代の就業率
が全国平均を大きく下回ることがないという特徴があります。
本市の女性が多くの年齢層で「働くこと」を選択しているとい
う事実は、地域社会の活力を支える大きな要素となっています。

年齢別労働力率

就業形態別労働者割合

　多くの女性が働いているという点は地域の大きな強みですが、
その大半がパートタイムや契約社員といった非正規雇用として
就業しており、収入の安定性やキャリア形成の観点で課題が残
ります。
　こうした現状の背景には、正規雇用で働くための勤務形態や、
育児や介護と仕事を両立しやすい環境が十分に整備されていな
いことがあると考えられます。これらを改善するには、行政の
支援だけでなく、企業の取り組みも重要です。これからは、女
性が働きやすい環境づくりに成功している企業の取り組みに注
目し、地域全体で改善していくことが求められています。

働く女性
行田市の現状は？

場
な
ど
で
見
ら
れ
ま
す
。
例
え
ば
職
場
で
あ
れ
ば
、
「
性
別
で
得
意
・
不

得
意
な
ど
を
判
断
し
て
、
そ
の
人
に
任
せ
る
仕
事
や
役
割
を
決
め
る
」、

「
子
育
て
中
の
女
性
に
は
重
要
な
仕
事
を
打
診
し
な
い
」
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。

　

ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
・
バ
イ
ア
ス
は
、

多
様
性
を
妨
げ
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
や

人
間
関
係
の
悪
化
の
原
因
な
ど
、

社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
な
影
響
を
も
た
ら
す
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
一
人
一
人
が

自
分
で
考
え
て
い
る

「
常
識
」
が

本
当
に
正
し
い
も
の
か
考
え
、
「
常

識
」
は
不
変
で
は
な
い
こ
と
を
意

識
し
て
行
動
す
る
こ
と
が
重
要
で

す
。
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埼
玉
県
で
は
、
多
様
な
働
き
方

実
践
企
業
と
し
て
、
仕
事
と
家
庭

の
両
立
支
援
や
女
性
の
活
躍
推
進

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
企

業
を

「
プ
ラ
チ
ナ
認
定
企
業
」
と

し
て
認
定
し
て
い
ま
す
。
同
社
は

男
女
が
共
に
生
き
生
き
と
働
き
続

け
ら
れ
る
職
場
環
境
づ
く
り
を
実

践
し
て
い
る
企
業
と
し
て
平
成
24

年
に
こ
の
認
定

を
受

け
ま
し

た
。

　

行
田
本
店
の
副
店
長
と
し
て
、
接
客
や
店
舗

運
営
全
般
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。
市
内
の
皆
様

に
は
お
馴
染
み
の

『
十
万
石
ま
ん
じ
ゅ
う
』
を

は
じ
め
と
し
た
和
菓
子
の
販
売
を
し
て
い
ま
す
。

　

建
築
中
の
住
宅
を
検
査
す
る
部
署
で
管
理
職

と
し
て
勤
務
し
て
い
ま
す
。
お
客
様
に
安
心
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
新
築
物
件
の
床
下
や
天

井
、
防
水
シ
ー
ト
な
ど
の
検
査
を
上
棟
か
ら
完

成
ま
で
7
回
程
行
っ
て
い
ま
す
。

10
〜
50
代
ま
で
幅
広
い
年
代
の
人
が
働
い
て
い

ま
す
が
、
社
員
同
士
仲
が
良
く
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム

な
職
場
で
す
。
本
店
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
古

く
か
ら
の
お
客
様
の
注
文
や
特
別
注
文
が
多
い

た
め
、
一
人
一
人
が
責
任
感
を
持
ち
な
が
ら
も
、

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
大
切
に
し
て
仕
事
を
し
て
い
ま

す
。

　

検
査
課
は
17
人
い
ま
す
が
、
そ
の
う
ち
6
人

が
女
性
で
す
。
社
員
同
士
が
フ
ラ
ン
ク
に
話
が

で
き
る
風
通
し
の
良
い
職
場
で
、
仕
事
し
や
す

い
環
境
で
す
。
休
暇
も
取
り
や
す
く
、
現
在
も

課
内
の
男
性
社
員
が
育
児
休
暇
を
取
っ
て
お
り
、

子
育
て
を
し
て
い
る
人
た
ち
に
も
優
し
い
職
場
で

す
。

　

女
性
の
活
躍
に
関
す
る
取
り
組

み
の
実
施
状
況
が
優
良
な
企
業

は
、
申
請
に
よ
り
厚
生
労
働
大

臣
か
ら

「
え
る
ぼ
し
認
定
」
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
同

社
は
令
和
6
年
7
月
に
管
理
職

比
率
や
労
働
時
間
な
ど
の
5
つ
の

基
準
を
全
て
満
た
し
3
段
階
目

(

え
る
ぼ
し
の

最
終
段
階)

の

認
定
を
受
け

ま
し
た
。

プラチナ認定に
ついて

えるぼし認定に
ついて

株式会社十万石ふくさや株式会社ファイブイズホーム
プラチナ認定企業に聞くえるぼし認定企業に聞く

性従業員の管理職の育成に特に力を入れ
ています。わが社は従業員の約8割が女

性ですが、これまでの社会的な背景もあり、販
売は女性、製造や管理は男性を主としてきまし
た。しかし、女性も能力のある人材がたくさん
います。そのため現在は、女性も広い視野を持
ち、経験を積み重ねてステップアップできるよ
うキャリアアッププランを設定しています。
　仕事は「ただする」だけでは面白くありませ
ん。働く方は、目的や達成感など「やりがい」
をもち、「男性だから、女性だから」といった固
定概念を捨てて、何事にも諦めず、自分の夢を
描いてほしいと思います。

様な人材が活躍できる環境を作り上げて
いった結果、国の認定を上回る状況とな

り、えるぼし認定を受けることができました。
わが社では、女性が活躍できるよう育児短時間
勤務を社員の状況に合わせて柔軟に対応してい
ます。また監査役に女性を配置し、ハラスメン
トなどの相談がしやすい環境づくりも行ってい
ます。
　住宅業界において女性目線というのはとても
大切で、家事動線などを考えることにも長けて
いますし、きめ細かい点検作業もこなせます。
　働く方は、男女問わず、どんどんキャリアを
積んで、その会社のロールモデルになってもら
いたいですね。

女多

代表取締役
横田 康介さん

代表取締役
細井 保雄さん

ど
の
よ
う
な
仕
事
を
さ
れ
て
い
ま
す
か

ど
の
よ
う
な
仕
事
を
さ
れ
て
い
ま
す
か

　

私
は
2
人
の
子
ど
も(

12
歳
・
15
歳)

が
い
ま

す
が
、
出
産
後
の

「
育
児
休
暇
制
度
」
や
子
ど

も
が
小
さ
か
っ
た
頃
の

「
時
短
勤
務
制
度
」
は

非
常
に
助
か
り
ま
し
た
。
余
裕
を
も
っ
て
保
育

園
に
迎
え
に
行
け
る
た
め
、
先
生
と
子
ど
も
の

話
を
し
た
り
、
子
ど
も
と
の
時
間
を
多
く
作
る

こ
と
が
で
き
た
り
し
ま
し
た
。

仕
事
と
家
庭
の
両
立
の
た
め
に
利
用
し
た

職
場
の
制
度
は
あ
り
ま
す
か

　

管
理
職
で
す
の
で
、
部
下
に
楽
し
く
、
ま
た

責
任
感
を
も
っ
て
仕
事
を
し
て
も
ら
え
る
よ
う

に
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
多
く
と
り
、
小
さ

な
こ
と
で
も
共
有
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
心
掛

け
て
い
ま
す
。

仕
事
を
す
る
上
で
心
掛
け
て
い
る
こ
と
は

あ
り
ま
す
か

　

お
客
様
の
好
み
や
要
望
を
伺
い
、
希
望
に
合
っ

た
商
品
を
お
勧
め
し
て
喜
ん
で
い
た
だ
け
た
と

き
は

「良
か
っ
た
」
と
嬉
し
く
感
じ
ま
す
。

　

お
盆
や
お
彼
岸
、
年
末
年
始
な
ど
は
大
変
忙

し
く
な
る
の
で
、
仕
事
と
家
庭
の
両
立
に
苦
心

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

仕
事
を
し
て
い
て
良
か
っ
た
こ
と
・

大
変
だ
っ
た
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　

検
査
課
は
、
建
築
中
の
建
物
が
完
成
す
る
ま

で
の
さ
ま
ざ
ま
な
工
程
を
見
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
、
も
の
づ
く
り
の
大
切
さ
を
感
じ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

私
は
2
人
の
子
ど
も
(
9
歳
・
12
歳
)
が
い
ま

す
が
、
仕
事
と
子
育
て
の
両
立
は
大
変
で
す
。

日
々
、
時
間
と
の
戦
い
で
す
が
、
周
り
の
皆
さ

ん
に
助
け
て
も
ら
い
な
が
ら
働
い
て
い
ま
す
。

仕
事
を
し
て
い
て
良
か
っ
た
こ
と
・

大
変
だ
っ
た
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　

今
ま
で
培
っ
た
経
験
を
糧
に
、
今
後
も
お
客

様
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
や
季
節
に
合
わ
せ
た
商

品
の
ご
提
案
を
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
職
場
の
同
僚
の
さ
ま
ざ
ま
な

フ
ォ
ロ
ー
の
お
か
げ
で
、
子
育
て
を
し
な
が
ら
も
、

「
社
会
の
役
に
立
つ
」
と
い
う
や
り
が
い
を
も
っ

て
働
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
後
輩
の
多
様
な
働
き
方
を
応

援
す
る
立
場
と
し
て
、
私
が
で
き
る
フ
ォ
ロ
ー
を

し
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
今
後
も
仕
事
に

「
や

り
が
い
」
を
も
っ
て
、
長
く
働
い
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

今
後
の
仕
事
の
目
標
や
働
き
方
に
対
す
る

思
い
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

ど
の
よ
う
な
職
場
環
境
で
す
か

ど
の
よ
う
な
職
場
環
境
で
す
か

　

住
宅
業
界
は
女
性
の
活
躍
の
場
が
少
な
い
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
を
持
た
れ
て
い
る
方
も
多
い
と
思
い

ま
す
。
今
は
ど
の
業
界
も
そ
う
だ
と
思
い
ま
す

が
、
性
別
や
業
務
内
容
に
関
係
な
く
多
様
な
人

が
活
躍
で
き
る
時
代
で
す
。
ぜ
ひ
女
性
の
皆
さ

ん
も
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
ほ

し
い
で
す
。

　

ま
た
、
い
ろ
い
ろ
な
考
え
方
が
あ
る
と
思
い
ま

す
が
、
私
は
社
会
と
の
つ
な
が
り
が
大
切
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。
働
く
母
の
姿
は
、
今
後
社
会

に
出
る
子
ど
も
に
と
っ
て
も
良
い
影
響
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
子
育
て
と
仕
事
の
両
立
は
大
変
で

す
が
、
ど
ち
ら
も
全
力
で
取
り
組
ん
で
、
楽
し

ん
で
ほ
し
い
で
す
ね
。

働
く
女
性
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

「
や
り
が
い
」
を
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国際女性デーは
ミモザの日さらなる女性の活躍を

ワーク・ライフ・バランスを推進し

　イタリアでは、3月8日の国際女性デー
に男性から女性にミモザの花を贈る習慣
があります。こうしたことから3月8日
は「ミモザの日」ともいわれており、ミモ
ザは国際女性デーのシンボルフラワーに
なっています。
　イタリアでの花言葉は「感謝」。この文
化は現在世界中に広がっています。

　少子高齢化や人口減少が進む中、女性の社会
参画はこれまで以上に求められています。性別
に関わらず、誰もがその能力を存分に発揮し働
き続けるためには、出産・育児、介護などの対
応を含めた、仕事と生活の調和(ワーク・ライ
フ・バランス)がますます重要です。

▶問い合わせ　人権・男女共同参画推進課男女共同参画推進担当(VIVAぎょうだ)☎556̶9301

　VIVAぎょうだでは、「男性は仕事、女性は家
庭」といった固定的な役割分担意識を解消する
ため、男性向けの料理講座や女性の就職を支援
するための講座の開催、セミナーの紹介などの
情報発信を行っています。興味のある方はぜひ
ご利用ください。
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▶分娩を取り扱う近隣の医療機関　

※西循環コース、観光拠点循環コースのダイヤに変更はありません。

▶問い合わせ　こども家庭センター☎579―8033

無料対象者は変更ありません
※ 未就学児、障がい者(介助者1人を含む）、75歳以上の市民(市内循環バス
無料乗車証またはデマンドタクシー利用登録者証の提示が必要です）

　3月31日㈪をもって、医療法人社団清幸会 行田中央総合病院の分娩業務が終了(婦人科診療は継続)し、市内で分娩
業務が可能な医療機関がなくなります。
　4月以降に出産を予定されている方は、近隣の分娩取り扱い医療機関をご利用ください。受診予約や出産費用、自宅
からの送迎可否などの詳細は、各医療機関のホームページをご参照いただくか、直接各医療機関にお問い合わせくだ
さい。
　なお、出産費用に関して、健康保険や国民健康保険などの被保険者またはその被扶養者の方に出産育児一時金(50万
円または48万8千円)が支給されます。

▶問い合わせ　交通対策課地域交通担当(内線284) 市ホームページ

停留所ごとの新しい時刻表は、市ホームページでもご覧いただける他、交通対策課や各公民館などでも
配布しています。

4月以降に出産予定の方へ
3月末をもって市内医療機関の分娩業務が終了します

４月1日㈫から市内循環バスが変わります
変更①　一部路線の運行を終了します
　現在６路線を運行している市内循環バスは、利用状況
も考慮し３月31日㈪をもって３つの路線の運行を終了
します。今後は運行終了となる路線に代わり、乗合型AI
オンデマンド交通「うきしろ号」をご利用ください。
▶ 運行を終了する路線　東循環コース、北西
コース、北東コース

変更②　運賃の見直しを行います
　燃料費や人件費の高騰を受けて、平成29年以来7年
間据え置いてきた運賃を見直します。
▶ 運賃改定を行う路線　西循環コース、南大通り線コー
ス、観光拠点循環コース
▶改定時期　4月1日㈫から

変更③　キャッシュレス決済で支払いがスムーズに
　4月1日㈫から運賃をキャッシュレス決済で支払える
ようになります。なお、路線によって利用できる決済方
法が異なりますのでご注意ください。

変更④　南大通り線コースの運行ダイヤを見直します
　昨年４月から適用されている改正「改善基準告示」を受け、一人の運転手が運転できる時間数が減少するとともに、
次の勤務までの十分なインターバルの確保が義務付けられました。こうしたことから、現行の運行ダイヤを維持して
いくことが難しいため、運行ダイヤの見直しを行います。
▶見直しをする路線　南大通り線コース
▶見直し時期 4月1日㈫から
▶該当のダイヤ　JR行田駅前ゆき・工業団地ゆきの平日ダイヤ(土・日曜日、祝日ダイヤに変更はありません)

150円 200円

【平日】　南 大 通 り 線 コ ー ス

【平日】　南 大 通 り 線 コ ー ス

停　留　所 JR行田駅ゆき(上り)
工業団地 発 6:00 6:30 7:00 7:30 8:00 8:30 9:30 10:30 11:30 12:30 13:30 14:30 15:30 16:30 17:00 17:30 17:59 19:02

六本木 ↓ 6:00 6:30 7:00 7:30 8:00 8:30 9:30 10:30 11:30 12:30 13:30 14:30 15:30 16:30 17:00 17:30 17:59 19:02

藤原町 6:02 6:32 7:02 7:32 8:02 8:32 9:32 10:32 11:32 12:32 13:32 14:32 15:32 16:32 17:02 17:32 18:01 19:04

富士見町一丁目 6:03 6:33 7:03 7:33 8:03 8:33 9:33 10:33 11:33 12:33 13:33 14:33 15:33 16:33 17:03 17:33 18:02 19:05

長野工業団地 6:04 6:34 7:04 7:34 8:04 8:34 9:34 10:34 11:34 12:34 13:34 14:34 15:34 16:34 17:04 17:34 18:03 19:06

長野 6:05 6:35 7:05 7:35 8:05 8:35 9:35 10:35 11:35 12:35 13:35 14:35 15:35 16:35 17:05 17:35 18:04 19:07

警察署前 6:06 6:36 7:06 7:36 8:06 8:36 9:36 10:36 11:36 12:36 13:36 14:36 15:36 16:36 17:06 17:36 18:05 19:08

緑町 6:07 6:37 7:07 7:37 8:07 8:37 9:37 10:37 11:37 12:37 13:37 14:37 15:37 16:37 17:07 17:37 18:06 19:09

市営佐間団地北 6:08 6:38 7:08 7:38 8:08 8:38 9:38 10:38 11:38 12:38 13:38 14:38 15:38 16:38 17:08 17:38 18:07 19:10

水城公園前 6:09 6:39 7:09 7:39 8:09 8:39 9:39 10:39 11:39 12:39 13:39 14:39 15:39 16:39 17:09 17:39 18:08 19:11

持田南 6:11 6:41 7:11 7:41 8:11 8:41 9:41 10:41 11:41 12:41 13:41 14:41 15:41 16:41 17:11 17:41 18:10 19:13

行田病院前 6:12 6:42 7:12 7:42 8:12 8:42 9:42 10:42 11:42 12:42 13:42 14:42 15:42 16:42 17:12 17:42 18:11 19:14

泉小学校入口 6:13 6:43 7:13 7:43 8:13 8:43 9:43 10:43 11:43 12:43 13:43 14:43 15:43 16:43 17:13 17:43 18:12 19:15

門井二丁目 6:14 6:44 7:14 7:44 8:14 8:44 9:44 10:44 11:44 12:44 13:44 14:44 15:44 16:44 17:14 17:44 18:13 19:16

押上町 ↓ 6:16 6:46 7:16 7:46 8:16 8:46 9:46 10:46 11:46 12:46 13:46 14:46 15:46 16:46 17:16 17:46 18:15 19:18

JR行田駅前 着 6:20 6:52 7:22 7:52 8:22 8:52 9:50 10:50 11:50 12:50 13:50 14:50 15:50 16:50 17:22 17:52 18:21 19:24

停　留　所 工業団地ゆき(下り)
JR行田駅前 発 6:30 7:00 7:30 8:00 8:30 9:00 10:00 11:00 12:00 13:00 14:00 15:00 16:00 17:00 17:31 18:00 18:30 19:34

押上町 ↓ 6:31 7:01 7:31 8:01 8:31 9:01 10:01 11:01 12:01 13:01 14:01 15:01 16:01 17:01 17:32 18:01 18:31 19:35

門井二丁目 6:32 7:03 7:33 8:03 8:33 9:02 10:02 11:02 12:02 13:02 14:02 15:02 16:02 17:02 17:33 18:02 18:32 19:36

泉小学校入口 6:33 7:04 7:34 8:04 8:34 9:03 10:03 11:03 12:03 13:03 14:03 15:03 16:03 17:03 17:34 18:03 18:33 19:37

行田病院前 6:34 7:05 7:35 8:05 8:35 9:04 10:04 11:04 12:04 13:04 14:04 15:04 16:04 17:04 17:35 18:04 18:34 19:38

持田南 6:35 7:06 7:36 8:06 8:36 9:05 10:05 11:05 12:05 13:05 14:05 15:05 16:05 17:05 17:36 18:05 18:35 19:39

水城公園前 6:37 7:08 7:38 8:08 8:38 9:07 10:07 11:07 12:07 13:07 14:07 15:07 16:07 17:07 17:38 18:07 18:37 19:41

市営佐間団地北 6:38 7:09 7:39 8:09 8:39 9:08 10:08 11:08 12:08 13:08 14:08 15:08 16:08 17:08 17:39 18:08 18:38 19:42

緑町 6:39 7:10 7:40 8:10 8:40 9:09 10:09 11:09 12:09 13:09 14:09 15:09 16:09 17:09 17:40 18:09 18:39 19:43

警察署前 6:40 7:11 7:41 8:11 8:41 9:10 10:10 11:10 12:10 13:10 14:10 15:10 16:10 17:10 17:41 18:10 18:40 19:44

長野 6:41 7:12 7:42 8:12 8:42 9:11 10:11 11:11 12:11 13:11 14:11 15:11 16:11 17:11 17:42 18:11 18:41 19:45

長野工業団地 6:42 7:13 7:43 8:13 8:43 9:12 10:12 11:12 12:12 13:12 14:12 15:12 16:12 17:12 17:43 18:12 18:42 19:46

富士見町一丁目 6:43 7:14 7:44 8:14 8:44 9:13 10:13 11:13 12:13 13:13 14:13 15:13 16:13 17:13 17:44 18:13 18:43 19:47

藤原町 ↓ 6:44 7:15 7:45 8:15 8:45 9:14 10:14 11:14 12:14 13:14 14:14 15:14 16:14 17:14 17:45 18:14 18:44 19:48

工業団地 着 6:50 7:22 7:52 8:22 8:52 9:22 10:20 11:20 12:20 13:20 14:20 15:20 16:20 17:22 17:53 18:22 18:52 19:56

西循環コース
南大通り線コース

交通系ICカード
（Suica、PASMOほか全国相互利用サービス対象の10種）

乗車時と降車時の２回読取機
にかざしてください

観光拠点循環コース

QRコード決済
（PayPay）

降車時に運賃箱付近の二次元
コードを読み取ってください

医療機関名 所在地 電話番号 送迎有無 二次元コード

さめじまボンディングクリニック 熊谷市太井1681 526―1103 〇

スピカレディースクリニック 加須市南篠崎2252 0480―65―7750 ×

羽生総合病院 羽生市下岩瀬446 562―3000 ×

はやしだ産婦人科医院 鴻巣市鴻巣1005―2 541―8000 〇

平田クリニック 熊谷市肥塚4―205 526―1171 ×



2025.3� 市報 ぎょうだ 89

行政のお知らせ

人権擁護委員に委嘱されました ユアサマクロス株式会社と
災害時応援協定を締結しました

行田ロータリークラブから
図書館に児童書が寄贈されました

古代蓮会館入館招待券および古代蓮の里
買い物券の有効期限は3月31日㈪までです

ヴェールカフェ利用券の有効期限は
3月31日㈪までです

　私たちの基本的人権の擁護や自
由人権思想の普及などのために活
動する人権擁護委員の高野真一氏

（本丸）は、12月31日をもって任
期満了となりましたが、引き続き
人権擁護委員に委嘱されました。
　人権擁護委員の任期は3年で、
1月1日付けで法務大臣から委嘱
を受けました。
▶�問い合わせ　人権・男女共同参画推進課（内線221）

　1月10日、ユアサマクロス株式会社と「災害等発生時
におけるレンタル物件の提供に関する協定」を締結しま
した。
　この協定は、災害などが発生した場合に、一時避難
所などとして利用可能な仮設ハウスや各避難所におけ
る仮設トイレ、スポットクーラーなどを提供いただく
もので、これにより市民の避難生活の質の向上が期待
できます。
▶�問い合わせ　危機管理課（内線281）

　1月23日、教育文化センター「みらい」第1学習室で
行田ロータリー文庫の贈呈式が行われ、行田ロータリー
クラブから図書館へ児童書が寄贈されました。
　これまで同クラブから図書館への寄贈は、ミニ移動
図書館車「たびりん号」をはじめ、図書やDVDなど約
5,000点に上ります。今回は、絵本を中心に156冊が
贈られました。寄贈された図書は、子どもたちが読書
に親しむための環境向上に役立てます。
▶�問い合わせ　同館☎556―4227

　昨年9月に75歳以上の高齢者にお贈りした「古代蓮
会館入館招待券」および「古代蓮の里買い物券」の有効期
限は3月31日㈪までです。
　地上50メートルの行田タワー展望室からは、冬から
春に移りゆく園内の様子が楽しめます。また、買い物
券（300円分）は古代蓮の里うどん店や売店での買い物
の際に利用できます。
　まだ利用されていない方はこの機会にぜひご利用く
ださい。
▶�問い合わせ　高齢者福祉課高齢福祉担当（内線239）

　昨年4月1日時点で保育所などに入園していない1・
2歳のお子さんの保護者にお贈りした「ヴェールカフェ
利用券（対象児童1人当たり3,000円分）」の有効期限は
3月31日㈪までです。
　まだ、利用されていない方はリフレッシュや保護者
同士の交流の機会として、ぜひご利用ください。
▶�問い合わせ　子ども未来課（内線286）

カーボンオフセット・マッチング成立
に伴う感謝状贈呈式を行いました

一般社団法人埼玉県木材協会と埼玉県産木材の利用
に関する建築物木材利用促進協定を締結しました

鉄剣マラソン大会開催に伴い
市内循環バスを一部運休します

　埼玉県では、目標設定型排出量取引制度において削
減目標を上回って温室効果ガスを削減した事業所に対
し、超過削減量（クレジット）を発行しています。
　このクレジットの活用の場を広げ温室効果ガスのさ
らなる排出削減を促進するため、埼玉県では制度対象
外事業者にもクレジットを活用してもらうためのマッ
チングを進めています。
　このたび、テイ・エス テック株式会社と本市（制度対
象外事業者）の間で、カーボンオフセット・マッチング
が成立し、2月6日に市役所で感謝状贈呈式が行われま
した。
▶�テイ・エス テック株式会社から提供されるクレジット　
　（1）	クレジットを創出した事業所
	 テイ・エス テック株式会社　埼玉工場
　（2）	提供されたクレジット量
	 100トン―CO₂
▶�本市においてオフセットされる事業活動　
　�令和6年度（1年間）に市の公用車の運行により排出さ

れるCO₂
　100トン―CO₂分（公用車全168台のうち75台分相当）
▶�問い合わせ　環境課☎556―9530

　2月3日、一般社団法人埼玉県木材協会と県内市町村
初となる「埼玉県産木材の利用に関する建築物木材利用
促進協定」を締結しました。
　この協定は、同協会による技術支援や情報提供を受
けながら、埼玉県産木材の活用の促進に向けた取り組
みなどを実施するものです。これにより、市内木材産
業の活性化をはじめ、森林環境や資源の保全、地域経
済の発展などに貢献できる取り組みを進めていきます。
▶�問い合わせ　農政課農業振興担当☎580―3013

　4月6日㈰は、陸王杯第39回行田市鉄剣マラソン大
会の開催に伴う交通規制のため、市内循環バス「観光拠
点循環コース」の第1便から第4便を運休します。
　また、交通規制などに伴う運行の遅延も予想されま
すが、ご理解とご協力をお願いします。
▶運休となる便　

【観光拠点循環コース】出発場所：ＪＲ行田駅前
便名 出発時刻

第１便 午前8時5分
第２便 午前9時5分
第３便 午前10時5分
第４便 午前11時5分

▶�問い合わせ　スポーツ振興課☎556―8336または交
通対策課（内線284）

　湯本内装株式会社からの寄付金を活用して、24時間いつで
も誰でも必要な時にAED（自動体外式除細動器）を使用できる環
境を整備するため、市内11カ所の屋外にAEDを設置しました。
　突然の心停止から救命するためには、AEDによる迅速な電気
ショックと胸骨圧迫（心臓マッサージ）が必要不可欠です。消防
本部ではAEDの使い方や胸骨圧迫の方法などを学ぶ救命講習
を開催しています。
▶�設置場所　全中学校の校門、JR行田駅東口、秩父鉄道行田市

駅南口、秩父鉄道東行田駅
▶�問い合わせ　屋外設置AEDについては消防総務課☎550―

2119、救命講習については消防署本署☎550―2123

24時間いつでも誰でも使えるAEDを屋外に設置しました

埼玉工場工場長 岡部雅宏さん（左）に感謝状を手渡した行田市長埼玉工場工場長 岡部雅宏さん（左）に感謝状を手渡した行田市長

高野真一 氏高野真一 氏

協定を締結した島﨑政敏会長（左）と行田市長協定を締結した島﨑政敏会長（左）と行田市長協定を締結した廣田竜生代表取締役（左）と行田市長協定を締結した廣田竜生代表取締役（左）と行田市長

松田図書館長に目録を渡した大谷純一会長（左）と清水龍男幹事松田図書館長に目録を渡した大谷純一会長（左）と清水龍男幹事（右）（右）

長野中学校校門前に設置したAED
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住民税非課税世帯物価高騰対応重点支援給付金を給付します

つどいの広場の実施場所が一部変更になります

　食料品・エネルギーなどの物価高騰による負担増を踏
まえ、家計への影響が特に大きい世帯（住民税が非課税の
世帯）に対し、「住民税非課税世帯物価高騰対応重点支援
給付金」を給付します。対象となる世帯には案内を発送（※）
しますので、必要に応じて手続きをしてください。
　また、給付対象世帯に18歳以下の子どもがいる場合
は、子ども加算分も給付します。
（※）世帯の中に令和6年1月2日以降に転入した方がい
る世帯で、令和5年度（7万円）または令和6年度（10万
円）の住民税非課税世帯価格高騰重点支援給付金のいずれ
も受給していない世帯は、自身で申請が必要です。申請
方法については、市ホームページをご覧になるか、給付
金コールセンターへお問い合わせください。

住民税非課税世帯物価高騰対応重点支援給付金
▶�給付対象　次の全てを満たしている世帯
　①�令和6年12月13日時点で本市に住民登録している

世帯
　②世帯全員の令和6年度住民税が非課税の世帯
　③�世帯の全員が住民税を課されている人（市外を含む）

の扶養に入っていない世帯（※）
　④�租税条約に基づき非課税となっている方がいない世帯
　�（※）住民税が課税されている方の扶養親族のみで構成さ
れている世帯であっても、扶養者と離婚、死別などしてい
る場合は住民税における取り扱いに関わらず、元配偶者や
親族などに扶養されていないものとみなし、給付対象とな
る場合がありますので、給付金コールセンターにご相談く
ださい。
▶�給付額　1世帯当たり3万円（給付対象世帯に18歳以
下の子どもがいる場合は1人当たり2万円を加算）
▶�申請期限　6月30日㈪（消印有効）
▶�問い合わせ　給付金コールセンター（内線279・336）

　市では、おおむね3歳未満のお子さんとその保護者が自由に遊び、他の親子と交流できる施設として、つどいの広場
を市内5カ所に開設しています。
　次の期間、実施場所などが変更となりますので、ご利用の際はご注意ください。

▶�変更期間　3月22日㈯～ 4月19日㈯
▶�変更期間中に実施するつどいの広場　

名称 所在地 開設日時 電話番号

はすのこ 児童センター内 月・火、木～土曜日
午前10時～午後3時 553―2108

みなみかわら 老人福祉センター
南河原荘隣

月～土曜日
午前9時～午後2時 557―0977

さきたま 埼玉保育園
（埼玉4595―1）

火～木曜日
午前9時～午後2時 559―2433

　※変更期間中は、つどいの広場「さくら」、「ひがし」では実施しません。
▶�その他　つどいの広場「さきたま」は、午前9時～正午は保育室・園庭開放、正午～午後2時は子育て相談（電話・面接）
になります。※面接は要予約
▶�問い合わせ　子ども未来課子ども・子育て担当（内線297）

新ごみ処理施設稼働に伴う
説明会を開催します

パパ・ママ応援ショップ
優待カードが新しくなります

マイナポータルからオンラインで
転出届を提出できます

証明書の取得はコンビニ交付サービスを
ご利用ください

　市では、羽生市と共同で令和10年度の新
ごみ処理施設稼働に向け、準備を進めていま
す。
　このたび、新ごみ処理施設稼働に伴う分別
方法の変更などに関する説明会を次のとおり
開催します。
▶�日時　3月15日㈯①午後2時～3時②午後
5時～6時※いずれも同一内容
▶�場所　①中央公民館第1学習室②行田グ
リーンアリーナ研修室
▶�定員　①100人②150人
▶�その他　直接会場にお越しください。
▶�問い合わせ　環境課☎556―9530

　18歳までのお子さんや妊娠中の方がいる
家庭でご利用いただいている「パパ・ママ応
援ショップ優待カード」は、3月末日をもっ
て有効期限が満了となります。
　埼玉県LINE公式アカウント「埼玉県庁」で
表示されるパパ・ママ応援ショップ優待カー
ドをご利用の方は、自動的に新しいカードに
切り替わりますので、更新手続きは不要です。
　現在、紙の優待カードを
ご利用の方も、今後は便利
なLINE版カードをご利用く
ださい。

　スマートフォンを持っていないなどの事情
により、紙の優待カードが必要な場合は、子
ども未来課（5番窓口）で3月10日㈪から新
しいカードの配布を予定しています。受け取
りの際は対象のお子さんの年齢が分かる公的
書類をご持参ください。

▶�対象　18歳に達して最初の3月31日を迎
えるまでの子ども（県内在住、在園、在学
のいずれか）または妊娠中の方がいる世帯
▶�その他　最新の県内協賛店舗の情報は、埼
玉県結婚・妊娠・出産・子育て応援公式
サイト（https://www.saitama-support.
jp/）で検索が可能です。ぜひご活用くださ
い。
▶�問い合わせ　子ども未来課
　�子ども・子育て担当（内線
262）

　行田市から市外へ引っ越しをする場合、市役所に転出届を提出
する必要があります。この転出届はマイナポータルを通じてオン
ラインで提出できます。このサービスを利用する方は転出の際に
市役所への来庁が原則不要になります。3月、4月に引っ越しに伴
う届出が増加し、窓口でお待ちいただく時間が長くなっています。
ぜひこのサービスをご利用ください。
　このサービスを利用できる方は、電子証明書が有効なマイナン
バーカードをお持ちの方で、日本国内での引越しをする方です。
ご自身単身での引っ越しの他、同一世帯員、ご自身以外の世帯員
の方の引っ越しでも利用可能です。
　なお、マイナポータルを通じて転出届をした後は、別途転入先
市区町村の窓口で転入届などの手続きが必要とな
りますので、マイナンバーカードを持参して手続
きをしてください。
▶�問い合わせ　市民課住基ネット・マイナンバー
カード担当（内線247）

　マイナンバーカードを利用して、住民票の写しや印鑑登録証明
書などを全国のコンビニエンスストアなどのマルチコピー機（キオ
スク端末）で取得できるコンビニ交付サービスを提供しています。
　３月、４月は市民課窓口が大変混雑し、お待ちいただく時間が
長くなりますので、各種証明書の取得には、簡単・便利なコンビ
ニ交付サービスをご利用ください。
　なお、コンビニ交付サービスを利用した場合、
窓口より50円お得に証明書が取得できます。マ
ルチコピー機の操作方法など、詳しくは市ホーム
ページをご覧ください。

▶�利用可能な時間帯　午前6時30分～午後11時（戸籍全部事項証
明書・戸籍個人事項証明書および戸籍の附票は平日の午前9時
～午後5時）
　※年末年始およびメンテナンス時を除く。
　※�本籍が行田市で、住所が行田市以外の方が、戸籍の証明書を

取得するには事前登録が必要です。
▶取得できる証明書と手数料　

証明書の種類 コンビニ交付の
手数料

窓口の手数料
（参考）

住民票の写し 150円 200円
印鑑登録証明書 150円 200円
所得課税証明書
（最新年度分のみ） 150円 200円

戸籍全部事項証明書・
戸籍個人事項証明書 400円 450円

戸籍の附票 150円 200円
▶�問い合わせ　市民課住基ネット・マイナンバーカード担当（内線
247）、所得課税証明書については税務課市民税担当（内線231）

はい

はい

はい

いいえ

いいえ

次の全てを満たす世帯ですか
①�令和6年12月13日時点で本市に住民登録している世帯
②�世帯全員の令和6年度住民税が非課税の世帯（転入者は除く）
③�世帯の全員が、住民税が課されている人（市外を含む）の扶
養に入っていない世帯
④�租税条約に基づき非課税となっている方がいない世帯

世帯の中に、令和6年1月2日～12月13日
に本市に転入した方がいますか 対象外

申請が必要

3月中旬以降に福
祉課で配布（市ホ
ームページからダ
ウンロード可）す
る申請書に必要
事項を記入し、必
要書類を添えて提
出してください。
※過去の給付金給
付状況によっては、
申請が不要となる
場合があります。

手続き不要

3月上旬から「支給
のお知らせ」が届き
ます。原則返送不
要です。
※世帯主以外の口座
で受給していた場合
は「確認書」が届く場
合がありますので、
手続きが必要です。

令和5年度（7万円）または令和6年度
（10万円）に住民税非課税世帯価格高
騰重点支援給付金を受給しましたか

手続きが必要

3月中旬以降に
「確認書」が届
きます。必要事
項を記入し、必
要書類を添え
て返送してく
ださい。

いいえ
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　就職などにより職場の健康保険に加入した方、または
退職などにより脱退した方は、14日以内に届け出てく
ださい。行田市の国民健康保険と職場の健康保険は自動
的に切り替わりませんので、必ず届け出をお願いします。
届け出は、本人と同じ世帯の方が行うこともできます。
　なお、国民健康保険への加入は届け出をした日ではな
く、職場の健康保険を脱退した日までさかのぼります。
届け出が遅れると国民健康保険税も加入月までさかの
ぼって課税となり、1回の支払い額が高額になることが
あります。
　また、職場の健康保険に加入した日以降に、行田市国
民健康保険を使って医療機関を受診すると、行田市国民
健康保険が負担した医療費を返還していただくこととな
りますのでご注意ください。

▶届け出に必要なもの
【国民健康保険に加入する場合】
・�社会保険資格喪失証明書または被扶養者資格喪失証明
書のいずれか1つ
・�年金手帳(20歳～ 59歳の方)
・�顔写真付き本人確認書類
　※�顔写真付きの本人確認書類をお持ちでない場合は、

年金手帳、通帳などの書類2つ以上
・個人番号が分かるもの(世帯主と加入する方全員分)

【国民健康保険から脱退する場合】
・�新しく加入した社会保険の資格確認書または資格情報
のお知らせ(脱退する方全員分)
・�行田市国民健康の保険証または資格確認書
・�顔写真付き本人確認書類
・�個人番号が分かるもの(世帯主と脱退する方全員分)

▶問い合わせ　健康課保険年金担当(内線271～ 273)

国民健康保険の届け出はお早めにご存じですか　整骨院・接骨院(柔道整
復師)の正しいかかり方(国民健康保険)

　整骨院や接骨院での柔道整復師による施術は、国民健
康保険が使える場合と使えない場合があります。使える
のは、外傷性の負傷で慢性に至っていないものに限られ、
その他の施術の施術料は全額自己負担となります。
　整骨院や接骨院での施術は、国民健康保険が使える場
合と使えない場合があることを十分にご理解いただいた
上で適切なご利用をお願いします。

国民健康保険が使える場合(外傷性の負傷で慢性に至っ
ていないもの)
・打撲、捻挫、肉離れ
・骨折や脱臼の応急処置(応急処置後は医師の同意が必要)

国民健康保険が使えない場合　
・慢性となった外傷性の負傷や加齢に伴う痛み、しびれ
・肩こり、筋肉疲労、筋肉痛
・疲労回復、リラクゼーション
・症状の改善が見られない長期施術

整骨院・接骨院(柔道整復師)に治療を受けるときの注意点
・負傷の原因を正確に伝える
・医療機関との重複・並行受診に気を付ける
・長期的な施術になる場合は医師の診断を受ける
・�療養費支給申請書の内容を確認してから、委任欄に署
名する
・領収書は必ず受け取る

医療費の適正化にご協力をお願いします
　頻回受診・長期継続受診・多部位への施術などに該当
する患者および施術所については、施術内容などを文書
で確認する場合があります。皆さんに納めていただいた
保険料を適正に使用するための確認ですので、ご理解と
ご協力をお願いします。

▶問い合わせ　健康課保険年金担当(内線271)

地域の交通安全を守る交通指導員を募集しています
　交通指導員は、小学校登校時の児童の交通安全を見守る立哨活動の他、地域の交通安全のための活動をしています。
　市では、交通事故のない行田を目指して、一緒に活動する方を募集しています。

令和7年度の行田市交通災害共済
の加入を受け付け中です

　交通災害共済は、市民の皆さんが会費を出し合い、加
入者が交通事故によるけがなどをした場合に、見舞金を
支払う相互扶助制度です。国内の道路上で起きた自動車、
バイク、自転車などの交通に伴う接触などの事故が対象
です(歩行中の転倒など対象とならないものもあります)。

▶共済期間　�4月1日～令和８年3月31日
　　　　　　※�加入期間中に市外へ転出した場合は効力

を失います。
▶加入資格　本市の住民基本台帳に記録されている方
▶会　　費　�1人年額500円(10月以降に加入される場

合は250円)
▶加入方法　交通対策課で随時加入を受け付けています。
▶問い合わせ　同課交通安全担当(内線284)

保育士資格をお持ちの方へ
～保育士応援ポータルサイトメルマガ登録のお願い～

　保育士や保育士を目指す方に役立つ情報を提供するた
め、埼玉県で保育士応援ポータルサイト「埼玉保育ナビ」
が作成されました。
　「埼玉保育ナビ」では就職イベントや助成金、研修情報
などがワンストップで掲載されています。メルマガまた
はLINEに登録をすると埼玉県から支援施策がプッシュ
型で配信されます。ぜひこの機会に「埼玉保育ナビ」に
ご登録ください。

▶登録方法　①�「埼玉保育ナビ」(https://hoiku.pref.
saitama.lg.jp/)にアクセス

　　　　　　②�トップページの「メルマガ登録」ボタンを
クリック

　　　　　　③必要事項を入力して登録
▶問い合わせ　埼玉県こども支援課
　　　　　　☎048―830―3349

「世界自閉症啓発デー」・「発達障害啓発週間」
に合わせて忍城をブルーにライトアップします

　毎年4月2日は「世界自閉症啓発デー」です。全世界の
人々に自閉症を理解してもらう取り組みが行われてお
り、日本では自閉症をはじめとする発達障害を知っても
らうため、4月2日の「世界自閉症啓発デー」から8日ま
でを「発達障害啓発週間」としています。
　市では、この間、忍城をシンボルカラーであるブルー
にライトアップし、広く啓発する活動を行います。
　自閉症をはじめとする発達障害について知ること、理
解することは、誰もが個人として等しく尊重されるとと
もに、支え合いながら生き生きと暮らし続けられる共生
社会の実現につながります。皆さんのご理解とご支援を
お願いします。

▶日　　時　4月2日㈬～ 8日㈫日没から午後10時
▶問い合わせ　福祉課障がい福祉担当(内線266)

下水道整備区域にお住まいの方へ
下水道へ接続して生活環境を快適にしましょう

　下水道は、各家庭や事業所からの排水を集めて化学的
に処理し、きれいな水にして川へ戻す大切な施設です。
下水道に接続することにより、悪臭や害虫の発生が防止
され、生活環境が改善されます。また、側溝や河川がき
れいになり、自然環境を守ることにもつながります。
　多くの便益をもたらす下水道ですが、下水道が整備さ
れても、接続していないと、下水道本来の役割を果たす
ことができません。下水道が整備された区域にお住まい
で未接続の方は、早期の接続にご協力をお願いします。
　また、接続工事は必ず「行田市排水設備指定工事店」
に依頼してください。

▶問い合わせ　下水道課普及促進担当
　　　　　　☎564―0303

行田市地域包括支援センター運営協議会の委員を募集します
　市では、高齢者の総合相談やケアマネジメント(対応調整)を行う地域包括支援センターを5カ所設置しています。
この地域包括支援センターの適切な事業運営を図るため、毎年度運営協議会を開催し、事業計画および事業報告の検証、
評価を行っています。
　このたび、運営協議会委員の任期満了に伴い、委員を募集します。

▶応募資格　�本市に住所を有し、平日昼間の会議に出席
できる方。ただし、次に該当する方は応募
できません。

　　　　　　・�応募日現在、すでに本市の附属機関など
の委員になっている方

　　　　　　・市職員および市議会議員
▶募集人数　・【65歳以上の方】（介護保険の第1号被保
　　　　　　　険者）…1人
　　　　　　・【40歳以上64歳以下の方】（介護保険の第
　　　　　　　2号被保険者）…1人

▶任　　期　4月1日～令和9年3月31日
▶応募方法　�住所、氏名、年齢、電話番号、応募した理

由を記入した書類（様式自由)を3月26日㈬
までに持参、郵送、行田市電子申請・届出サー
ビスのいずれかにより提出してください。

　　　　　　�【持参・郵送】〒361―8601 行田市本丸
2―5 行田市高齢者福祉課

▶選考方法　抽選により決定します。
▶問い合わせ　高齢者福祉課地域包括
　　　　　　ケア担当(内線290) 

▶応募資格
　・20歳以上75歳未満の健康な方
　・市内の交通安全のため熱意をもって活動できる方
▶活動内容
　・児童登校時の立哨指導
　・交通安全教育の指導
　・市の行事やイベント時の交通事故防止活動
▶募集人数　4人
▶そ の 他
　・報酬(月額27,000円)などを支給します。
　・制服、装備品などを貸与します。

▶問い合わせ　交通対策課交通安全担当(内線283)
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さしあげます

ゆずってください

▷健康器具（開脚マシン）　▷猫用ケージ　▷ベビー用敷布団　▷木製棚（2
段）　▷洋服ダンス　▷冷蔵庫（小型）　▷ランドセル　▷イノシシの剥製　▷
鹿の剥製　▷会議用長テーブル　▷スチール棚　▷盆栽鉢　▷乗馬マシン

▷オーブンレンジ　▷血圧計　▷自転車（24インチ）　▷自転車（大人用）　▷
シルバーカー　▷テレビ　▷電気ケトル　▷ノートパソコン（XP版）　▷バー
ベル　▷ミシン　▷ランニングマシン　▷アイロン　▷電動シニアカー　▷
ポールハンガー　▷和服用ボディ

一部の相談についてはメールでの問い合わせもできます。詳しくは市ホームページをご覧ください。

談相種各 （3月15日～4月14日）

春の火災予防運動を実施します
　3月1日㈯～ 7日㈮は、全国一斉春季火災予防運動実
施期間です。この運動は火災が発生しやすい時季を迎え
るに当たり、火災予防思想の一層の普及を図り、火災の
発生を防止し、財産の損失を防ぐことを目的に実施する
ものです。

　　　　2024年度全国統一防火標語
　　　　「守りたい 未来があるから 火の用心」

住宅防火　いのちを守る10のポイント
4つの習慣
・寝たばこは、絶対にしない、させない。
・ストーブの周りに燃えやすいものを置かない。
・こんろを使うときは火のそばを離れない。
・コンセントはほこりを清掃し、不必要なプラグは抜く。

6つの対策
・ 火災の発生を防ぐために、ストーブやこんろなどは安
全装置の付いた機器を使用する。
・ 火災の早期発見のために、住宅用火災警報器を定期的
に点検し、10年を目安に交換する。
・ 火災の拡大を防ぐために、部屋を整理整頓し、寝具、
衣類およびカーテンは、防炎品を使用する。
・ 火災を小さいうちに消すために、消火器などを設置し、
使い方を確認しておく。
・ お年寄りや身体の不自由な人は、避難経路と避難方法
を常に確保し、備えておく。
・ 防火防災訓練への参加、戸別訪問などにより、地域ぐ
るみの防火対策を行う。

住宅用火災警報器の設置は義務です
　消防法により、住宅用火災警報器の設置は義務となっ
ています。住宅火災からの逃げ遅れを防ぐため、設置し
ていない場合は必ず設置してください。

▶問い合わせ　消防本部予防課☎550―2121

納付書や口座振替で納めていただく方（普通徴収)
国民健康保険税・・・・・・・・・・・・・・・・9期
介護保険料・・・・・・・・・・・・・・・・・・9期
後期高齢者医療保険料・・・・・・・・・・・・・9期

納期限　3月31日㈪
・ 市税などの納付には、｢安心！確実！便利！｣な口座振
替をご利用ください。
・納付の相談は随時窓口で実施しています。

▶問い合わせ　収納課(内線236・237)

納期のお知らせ（3月分）

小学校・中学校と義務教育学校の違い第２回義務教育
学校って
なに？

第２回では、これまでの小学校・中学校と義務教育学校でどのような違いがあるか説明します。

余裕のある学校生活の実現
　これまでの小学校・中学校では、それぞれの授業の指導
方針や学習方法、教員の関わり方などに違いがあり、これ
らに子どもたちが戸惑う様子も見られました。
　一方、義務教育学校では、発達段階を踏まえて、授業の指
導方針や学習方法、教員の関わり方などを９年間一貫した
ものとすることができます。そのため、学校生活にも余裕
が生まれ、学習面や生活面で効果を発揮することが期待で
きます。
　このように９年間一貫した指導方針の下、余裕のある学
校生活を送ることで、学力を定着させつつ、人間関係を安
定させ、学習活動の充実を図っていきたいと考えています。

４－３－２制の導入などによる柔軟な学習指導
　これまでの小学校６年間、中学校３年間といった「６－
３制」の区切りの場合、定期テストや部活動が中学校で急
に始まるため、子どもたちの負担も大きくなります。

　一方、義務教育学校は１つの学校であるため、「６―３制」
だけでなく「４－３－２制」などを導入することもできま
す。　例えば、「４－３－２制」の場合、中学校から始まる定
期テストを５年生から少しずつ前倒しする、希望者は部活
動に参加するなど、スモールステップで上級学年に進んで
いくこともできます。　
　併せて、中学校の専科免許を有する教員が小学校段階の
理科や音楽などの授業に参加する指導や、小学校の免許を
有する教員が中学校段階の総合的な学習の時間に参加し
て、成長した子どもたちと関わることもできます。こうし
た方法を「乗り入れ指導」といいますが、義務教育学校とい
う１つの学校の中で柔軟に調整することができます。

義務教育学校を設置していくに当たって
　「乗り入れ指導」のみならず、日常的に小学校と中学校の
教員が一体となり、子どもたちの学習状況や生活の様子を
共有し、丁寧な指導を行っていくことが大切です。
　本市では、こうした魅力ある義務教育学校を設置し、よ
り良い学校教育の充実に向けて取り組んでいきます。

▶問い合わせ　教育総務課学籍・学校再編担当（内線 5307）

相　　談 場　　所 期　　　　日 時　　　間 問い合わせ

法律(予約制） 産業文化会館
2階会議室

3月25日㈫ 予約は3月3日㈪から 午前9時30分～正午

地域活動推進課
（内線252）

4月10日㈭ 予約は3月17日㈪から 午後1時30分～ 4時

行政機関に対する
意見・要望

産業文化会館
2階会議室 3月17日㈪ 午後1時30分～ 3時30分

消費生活
多重債務 市役所 毎週月～金曜日(祝日を除く） 午前9時30分～正午

午後1時～ 3時30分
消費生活センター
（内線495）

結婚相談 コミュニティ
センターみずしろ 4月13日㈰ 午前10時～正午

行田結婚支援センタ
ー☎090―3131―
8356

不動産 庁舎西側車庫上
北会議室 3月19日㈬ 午前9時～ 11時30分

公益社団法人埼玉県宅
地建物取引業協会北埼
支部☎562―5900

  相続、遺言、離婚、
  日常生活の困り事 VIVAぎょうだ 4月9日㈬※予約制 午後1時～ 4時 埼玉県行政書士会埼北

支部☎564―0104

夫婦関係・DVなど
（予約制）

※女性相談員対応
VIVAぎょうだ

毎週木・土曜日　
※ 土曜日は市内在住の方を対象に電話相談
も受け付けます。

午後1時～４時
(電話相談は午後1時～ 2時)

VIVAぎょうだ
☎556―9301

人権 忍・行田公民館 4月9日㈬ 午後1時30分～ 3時30分 人権・男女共同参画
推進課(内線221）

税務(予約制）
関東信越税理
士会行田支部
（市役所前）

毎週水曜日(祝日を除く)※予約受け付け
は毎週月・水・金曜日（祝日を除く）の
午前10時30分～午後3時30分

午後1時～ 4時
関東信越税理士会
行田支部
☎554―1411

夜間の納付相談 市役所 毎週火曜日(祝日を除く） 午後5時15分～ 7時 収納課（内線236・237）

水道料金の夜間納付 水道庁舎（前谷） 3月18日㈫、4月8日㈫　 午後5時15分～ 7時 水道課☎553―0131

住宅用火災警報器設置に関する
アンケートにご協力ください

　消防本部では、住宅用火災警報器の設置率向上を図る
ため、アンケート調査を実施します。任意抽出した一部
の家庭を消防職員が訪問する場合がありますので、ご協
力をお願いします。訪問時に必ず立入検査証を提示しま
すので、ご確認ください。
　なお、消防署が特定の業者に依頼して住宅用火災警報
器を直接販売することや、部屋に入っての確認・点検を
行うことは一切ありません。悪質な訪問販売なども報告
されていますので、ご注意ください。

▶問い合わせ　消防本部予防課☎550―2121

令和7年度行田市奨学生の
募集期間が変わります

　市では、教育の機会の均等を図り、社会に有為な人材
を育成することを目的に、経済的な理由により修学が困
難な方に対し、学資金の一部を奨学資金として支給して
います。
　これまで募集期間を4月1日～ 25日ごろとしてきま
したが、令和7年度から申込期間を6月に変更します。
具体的な期間については市報5月号または市ホームペー
ジでお知らせします。

▶問い合わせ　教育総務課総務担当☎556―8311
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在宅医療窓口

赤ちゃんクラス (申し込み不要)
日　　時　3月17日㈪午前9時30分～11時
内　　容　お子さんの体重測定や育児相談
対　　象　 4カ月未満のお子さんとその保護者
離乳食(初期)教室（要申し込み）
日　　時　 3月18日㈫午前10時30分～11時30分(午

前10時15分から受け付け)
対　　象　 4～6カ月のお子さんとその保護者（保護者

のみの参加可）
離乳食(後期)教室(要申し込み)
日　　時　 3月19日㈬午前10時30分～11時30分(午

前10時15分から受け付け)
対　　象　 9～11カ月のお子さんとその保護者(保護

者のみの参加可)
乳幼児相談 (要申し込み)
日　　時　 3月4日㈫午前9時30分～11時30分
対　　象　 就学前のお子さんとその保護者
乳幼児健診など
　4カ月児健診は、赤ちゃん訪問時にお知らせします。
離乳食(初期)教室、1歳6カ月児健診、2歳児歯科健診、
3歳児健診については、対象者に通知します。転入され
たお子さんで、前住所地で受診していない方はこども家
庭センターにご連絡ください。
問い合わせ　同センター☎579―8033

子どもの健康

　病院に連れて行こうか迷ったときや受診できる医療
機関を知りたいときの全国共通ダイヤルです。また、
県では、「埼玉県AI救急相談」を実施しています。
https://www.pref.saitama.lg.jp/a0703/aikyukyu.html

 #7119（365日24時間対応）

おとなの健康

休日急患診療

期　日 医療機関名 電話番号

3月16日（日) 清幸会行田中央総合病院 553―2000

3月20日（木) 壮幸会行田総合病院 552―1111

3月23日（日) 壮幸会行田総合病院 552―1111

3月30日（日) 清幸会行田中央総合病院 553―2000

4月 6日（日) 清幸会行田中央総合病院 553―2000

4月13日（日) 壮幸会行田総合病院 552―1111

　休日や祝日の急な病気やけがのときは次の医療機関
をご利用ください。

診療時間　午前10時～午後5時
診療科目　内科、小児科、外科
※ 医療機関が変更されることがありますので、事前に
問い合わせてください。

「病気があるが、足が不自由で通院できない」「寝たき
りの家族がいて床ずれが心配」などの相談があるとき
・ 行田市在宅医療・介護連携支援センタ―　
　☎553―2003
・ 相談時間　午前9時～午後5時　
　※土・日曜日、祝日、年末年始を除く

「歯科医院への通院が困難」「訪問歯科診療を行ってい
る歯科医院が知りたい」などの相談があるとき
・在宅歯科医療推進窓口　☎080―1391―8020
・ 相談時間　午前10時～午後3時（正午～午後1時を
除く）※土・日曜日、祝日、年末年始を除く

健康相談（要申し込み）
日　　時　3月18日㈫
　　　　　※ 時間は申し込みの際にお知らせします。
場　　所　保健センター
内　　容　 保健師、管理栄養士、歯科衛生士による食事、

生活習慣、歯の健康などについての相談

こころの相談 (要申し込み)
日　　時　3月12日㈬
場　　所　保健センター
内　　容　 不安や不眠、生活リズムの乱れ、人間関係

など、心に悩みのある方の相談
問い合わせ　健康課☎553―0053

休日急患診療

保 健 室保 健 室
みんなのみんなの

問い合わせ 健康づくり課（保健センター内）
長野2－3－17  T E L：５５３－００５３  ＦＡＸ：５５５－２５５１

　結核は、結核菌によって主に
肺に炎症が起こる病気です。
　風邪に似た症状から始まり、
痰のからむ咳・微熱・身体のだ
るさが2週間以上続く場合には、
結核の可能性がありますので早
めに受診しましょう。
　また、職場健診や市町村の検
診などを積極的に利用し、年1
回は胸部レントゲン検査を受け
ましょう。

問い合わせ　加須保健所保健予防
推進担当☎0480―61―1216

3月24日は
世界結核デーです

　3月31日㈪をもって市民課での妊娠届出の受理お
よび母子健康手帳の交付を終了します。4月1日㈫以
降はこども家庭センターに提出してください。
　また、電子申請・届出サービスで妊娠届出書の提出
をすることができますが、母子健康手帳などを受け取
るためにこども家庭センターに来所していただく必要
があります。
　妊娠届出書を提出した方は、当日保健師、助産師が
面談(約30分)を行います。
※受付時間内の来所が難しい場合は事前に
　こども家庭センターにご相談ください。
問い合わせ　同センター☎579―8033

市民課での妊娠届出の受理および
母子健康手帳の交付を終了します

子どもの健康についての問い合わせ
こども家庭センター（保健センター内）
長野2ー3ー17　TEL：579－8033

おとなの健康についての問い合わせ
健康課（市役所４番窓口）
本丸2ー5　TEL：553－0053

　例年3月は自殺者が多い傾向にあります。仕事上の問題や、転職・転勤、進学、引っ越し、家族や友人との別れ
など生活習慣が大きく変化し、ストレスを受けやすい時期に当たることが要因といわれています。

3月は「自殺対策強化月間です」

ゲートキーパー
について

　HPVワクチンキャッチアップ接種は3月31日㈪で終了しますが、令和4
年4月1日～令和7年3月31日にHPVワクチンを1回以上接種した方は、
4月1日から令和8年3月31日まで残りの接種回数を公費で接種できるよ
うになりました。
　まだ、接種をしていない方で、ワクチン接種を希望する方は令和7年3
月31日までに1回目を接種しましょう。※接種回数は合計3回です。母子
健康手帳などで自身の接種回数を確認してください。

対　　象　 平成9年4月2日～平成21年4月1日生まれの女性で、令和4年4
月1日～令和7年3月31日にHPVワクチンを1回以上接種した方

費　　用　 無料※令和7年4月1日以降に1回目を接種する方は全額自己負担に
なります(全額自己負担の場合、3回接種で約10万円が掛かります)。

持 ち 物　 予診票、母子健康手帳、健康保険証(転入者や予診票を紛失した
方は市公式LINEまたはこども家庭セン

　　　　　ターで再発行ができます)
申し込み　予防接種協力医療機関に予約後、受診
問い合わせ　同センター☎579―8033

HPVキャッチアップ接種の期間を延長します(条件付き)

市ホームページ 市公式LINE

自殺予防のために私たちができること
　眠れない、食欲がない、口数が少ないなど、いつも
と様子が違うと身近な人の変化を感じたことはありま
せんか。そのようなとき、皆さん一人一人がゲートキー
パーになり、変化に気付き、声を掛け、話を聞き、必
要な支援につなげて見守ることが大切です。

ゲートキーパーとは
　ゲートキーパーは「命の門番」ともいわれ、悩んで
いる人のサインに気付き、声を掛けてあげられる人の
ことです。優しく声を掛けることで、不安や悩みを和
らげることができるかもしれません。

自分自身を大切にしましょう
　悩みを抱えた人をサポートするためには、自身が健
康であることが必要です。
　自身の健康のために、健康づくりや自分に合ったス
トレス解消法を見つけましょう。

問い合わせ　健康課保健事業担当(内線364)

第10回ノルディック・ウォークin上野村
日　　時　4月12日㈯午前8時30分～午後1時
場　　所　 ヴィラせせらぎ下特設会場(群馬県多野郡

上野村勝山684―1)
内　　容　 約6.2キロメートルのノルディック・ウォー

クを楽しむ。参加者には地元農産物などの
プレゼントあり。

参 加 費　 大人2,000円、中学生以下500円※送迎バ
スを希望する場合別途2,000円

持 ち 物　 飲み物、カッパなど両手が自由になる雨具、
帽子、防寒具、本人確認ができる書類

そ の 他　・ 上野村から行田市間に有料送迎バスを運
行します(先着40人)。

　　　　　※ バスは当日午前6時に行田市役所を出発
予定

　　　　　※団体での申し込みはお断りする場合あり
　　　　　・ 申し込み後に参加取り消しや荒天などに

より中止となった場合も参加費は返金で
きません。

申し込み　【送迎バスを希望の場合】
　　　　　3月3日㈪から受付開始
　　　　　①必ず電話で送迎バスをお申し込みください。
　　　　　② 二次元コードを読み取り必要事項を入力

の上送信するか、便局の払込取扱票(青色)
に氏名、住所、電話番号、年齢、ポール
レンタルの有無、送迎バスの有無を明記
し、参加費を3月17日㈪までに振り込ん
でください(振込手数料は申込者負担)。

　　　　　※ 振込先　一般社団法人上野村産業情報セ
ンター 00100―6―513626(ゆうちょ
銀行)ゆうちょ銀行以外からの振り込み
の場合は019支店 当座 0513626

　　　　　【送迎バス不要の場合】
　　　　　 上記②の手順から申し込んで
　　　　　ください(電話連絡は不要)
問い合わせ　同センター☎0274―20―
　　　　　7070

相談窓口
について
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図書館図書館

●市立図書館●
佐間3―24―7（「みらい」内）

TEL：556―4227   　　　　　　
FAX：555―3770　　　　　　　

開館時間
午前9時～午後7時

休 館 日
 3月  3日㈪・10日㈪・17日㈪・
 　 24日㈪・ 31日㈪、
 4月  1日㈫・  7日㈪・14日㈪

※休館日の図書の返却はブックポ
ストをご利用ください。

と しょ かん

火
災
に
対
す
る
備
え
の
歴
史

1819

　

春
は
空
気
が
乾
燥
し
、
火
災
が
発
生
し
や
す

く
な
る
季
節
で
す
。
こ
う
し
た
時
期
に
防
火
意

識
を
一
層
高
め
よ
う
と
、
毎
年
3
月
1
日
か
ら

7
日
ま
で
春
季
全
国
火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。
と
い
う
わ
け
で
、
今
回
は
火
災

に
対
す
る
備
え
に
つ
い
て
歴
史
を
紐
解
い
て
み

ま
し
ょ
う
。

　

現
代
の
よ
う
な
消
火
設
備
が
な
か
っ
た
江
戸

時
代
。
火
災
が
起
き
た
時
の
対
処
法
と
い
え
ば

と
に
か
く
水
を
掛
け
る
こ
と
、
そ
し
て
建
物
火

災
の
場
合
に
は
延
焼
を
防
ぐ
た
め
周
囲
の
建
物

を
壊
す
こ
と（
破
壊
消
防
）も
あ
り
ま
し
た
。
行

田
町
の
記
録
「
要よ

う
ち
ゅ
う
ろ
く

中
録
」
に
よ
る
と
、
嘉
永
4

（
1
8
5
1
）年
に
龍り

ゅ
う
ど吐
水す

い

と
い
う
消
火
設
備
が

作
ら
れ
た
と
あ
り
ま
す
。
龍
吐
水
は
大
き
な
木

箱
に
手
押
し
ポ
ン
プ
が
付
い
た
も
の
で
、
中
に

水
を
溜
め
て
人
力
で
腕
木
を
動
か
し
、
水
を
汲

み
上
げ
て
発
射
す
る
仕
組
み
で
す
。
行
田
市
域

で
は
明
治
30
年
代
ま
で
、
龍
吐
水
が
主
力
の
消

防
設
備
で
し
た
。

　

明
治
40
年
代
に
な
る
と
、
龍
吐
水
に
代
わ
っ

て
腕わ
ん
よ
う用
ポ
ン
プ
車
が
導
入
さ
れ
始
め
ま
し
た
。

星
河
村
と
須
加
村
で
は
、
明
治
41（
1
9
0
8
）

年
に
腕
用
ポ
ン
プ
を
購
入
し
た
こ
と
が
記
録
さ

れ
て
い
ま
す
。
明
治
43（
1
9
1
0
）年
に
公
設

消
防
組
を
設
置
し
た
持
田
村
で
も
、
腕
用
ポ
ン

プ
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
腕
用
ポ
ン
プ
は
龍
吐

水
と
同
じ
く
人
力
で
動
か
す
も
の
で
し
た
が
、

放
水
性
能
が
向
上
し
、
移
動
の
た
め
の
車
輪
も

付
い
て
い
ま
し
た
。
同
時
期
に
は
、
ガ
ソ
リ
ン

エ
ン
ジ
ン
を
搭
載
し
た
ガ
ソ
リ
ン
ポ
ン
プ
車
も

登
場
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
大
正
時
代
に
な
る
と
、

忍
町
の
公
設
消
防
組
で
は
蒸
気
ポ
ン
プ
車
が
導

入
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
ポ
ン
プ
車
は
昭
和

初
期
ま
で
主
と
し
て
使
用
さ
れ
、
昭
和
20
年
代

以
降
は
よ
り
現
代
的
な
設
備
へ
と
切
り
替
わ
っ

て
い
き
ま
し
た
。

最
後
に
、
一
風
変
わ
っ
た
消
火
設
備
を
紹
介

し
ま
す（
画
像
参
照
）。
こ
れ
は
手

し
ゅ
り
ゅ
う
だ
ん

榴
弾
消
火
器

と
い
う
も
の
で
、「
消
火
弾
」と
も
呼
ば
れ
て
い
ま

す
。薬
品
や
砂
を
詰
め
た
ガ
ラ
ス
球
を
火
元
に
投

げ
込
ん
で
消
火
す
る
、初
期
消
火
の
た
め
の
道
具

で
す
。消
火
液
を
噴
射
す
る
消
火
器
よ
り
安
価
だ

っ
た
た
め
、昭
和
初
期
ま
で
広
く
利
用
さ
れ
ま
し

た
。戦
時
中
は
空
襲
に
よ
る
火
災
へ
の
備
え
と
し

て
も
使
わ
れ
た
そ
う
で
す
が
、果
た
し
て
そ
の
効

果
は
ど
れ
ほ
ど
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

手
榴
弾
消
火
器
は
、
郷
土
博
物
館
で
開
催
中

の
博
学
連
携
展
示「
行
田
市
の
う
つ
り
か
わ
り
」

で
、
4
月
6
日
㈰
ま
で
実
物
を
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。

（
郷
土
博
物
館　

岡
本
夏
実
）

俳
句

南
河
原

今
村
　
文
女

彼
の
世
に
も
句
座
あ
る
か
し
ら
兜
太
の
忌

矢
場

島
田
　
健
治

篝
火
に
大
蛇
の
た
う
つ
里
神
楽

荒
木

髙
澤
よ
ね
子

一
病
と
生
き
て
余
生
の
冬
帽
子

小
見

川
島
　
盾
子

雪
晴
れ
や
紺
の
ス
ー
ツ
の
し
つ
け
糸

藤
原
町

斎
藤
雄
次
郎

寒
牡
丹
色
な
き
庭
の
色
と
な
り

富
士
見
町

森
　
　
節
子

床
に
伏
す
夫
に
湯
た
ん
ぽ
そ
っ
と
置
く

緑
町

松
林
　
真
弓

ま
た
も
と
の
暮
ら
し
に
戻
り
七
日
粥

下
忍

荒
井
　
王
子

仏
壇
の
夫
と
語
り
て
冬
籠
り

長
野

石
川
　
順
一

除
夜
の
鐘
巳
年
に
託
す
少
数
党

○
俳
句
応
募
方
法　
一
人
３
句
以
内
。
毎
月
末
日（
必
着
）ま
で
に
、
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が

な
）、
電
話
番
号
を
明
記
の
上
、
は
が
き
・
封
書
で
広
報
広
聴
課
。
な
お
、
一
部
添
削
し
て

掲
載
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
不
要
で
あ
れ
ば
「
添
削
不
要
」
と
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

小
見

三
宅
　
典
之

遠
き
友
ス
マ
ホ
は
み
出
す
初
笑
い

谷
郷

羽
石
　
芳
道

築
山
の
紅
梅
香
る
喜
寿
の
朝

富
士
見
町

江
利
川
敏
夫

寒
行
を
遂
げ
し
僧
の
背
後
光
射
す

旭
町

大
川
　
恵
子

日
脚
伸
ぶ
空
き
し
ま
ま
な
る
猫
の
席

持
田

中
野
　
華
泉

松
明
け
の
シ
ル
バ
ー
カ
ー
の
う
す
埃

樋
上

吉
澤
と
し
子

九
度
目
の
巳
年
と
記
す
師
の
賀
状

門
井
町

塚
原
　
武
夫

摘
み
た
て
の
苺
抱
え
て
朋
来
た
る

馬
見
塚

中
野
　
一
郎

初
み
く
じ
吉
凶
問
わ
ず
大
は
し
ゃ
ぎ

門
井
町

石
原
多
美
代

虎
落
笛
ぬ
く
き
厨
で
聞
き
な
が
す

（
三
沢
　
一
水
　
選
）

私
の
作
品

16ミリフィルム春の映写会

　図書館では多くの皆さんに親しまれ、数多く貸し出されることで傷んでしまった
本の買い替えを定期的に行っています。今年度は児童書を中心に買い替えを行いま
した。
・ふしぎ駄菓子屋銭天堂シリーズ 廣嶋 玲子／作
・怪盗レッドシリーズ 秋木 真／作
・おさるのジョージシリーズ M.レイ／原作
・らくだい魔女シリーズ 成田 サトコ／作
・エルマーシリーズ ルース・スタイルス・ガネット／作
・あさきゆめみしシリーズ 大和 和紀／著 他多数

人気のある本を新しくしました

▶日　　時　3月20日㈭午後1時30分(午後1時10分開場)
▶場　　所　「みらい」映像ホール
▶内　　容　「キャプテン翼 ヨーロッパ大決戦」(40分)
　　　　　　サッカーを通じて友情や思いやりを描いた感動作品
▶定　　員　70人(先着順)
▶入 場 料　無料

　

今
月
は
行
田
外
国
語
観
光
ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会

会
長
と
し
て
、
外
国
の
方
と
市
民
の
交
流
を
促
進
し
、

市
の
魅
力
を
発
信
す
る
活
動
を
し
て
い
る
小
出
正
廣
さ

ん
を
紹
介
し
ま
す
。

　

小
出
さ
ん
は
新
潟
県
小
千
谷
市
の
出
身
で
、
市
内
の

タ
ケ
ダ
理
研
工
業
株
式
会
社(

現
：
株
式
会
社
ア
ド
バ

ン
テ
ス
ト)

へ
の
就
職
を
機
に
22
歳
の
時
に
行
田
市
に

転
入
。
技
術
職
と
し
て
働
き
、
40
歳
か
ら
8
年
間
は
ア

メ
リ
カ
へ
、
そ
の
後
の
7
年
間
は
韓
国
へ
の
転
勤
を
経

験
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
転
勤
で
海
外
に
渡
っ
た
際
に

現
地
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が
海
外
か
ら
来
た
子
ど
も

な
ど
に
勉
強
を
教
え
て
い
る
の
を
見
た
こ
と
や
、
小
出

さ
ん
自
身
が
生
活
や
言
葉
で
助
け
て
も
ら
っ
た
経
験
か

ら
「
自
分
も
海
外
か
ら
来
る
人
の
助
け
に
な
り
た
い
」

と
の
思
い
で
平
成
29
年
に
行
田
外
国
語
観
光
ガ
イ
ド
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
会
を
設
立
し
た
そ
う
で
す
。

　

同
会
は
、
観
光
ガ
イ
ド
と
し
て
行
田
市
に
訪
れ
た
外

国
の
方
な
ど
の
案
内
を
す
る
他
、
市
内
の
観
光
や
イ
ベ

ン
ト
の
チ
ラ
シ
、
ポ
ス
タ
ー
の
翻
訳
な
ど
も
行
っ
て
い

ま
す
。
小
出
さ
ん
は
ガ
イ
ド
を
す
る
際
、
イ
ラ
ス
ト
や

写
真
な
ど
を
活
用
し
な
が
ら
、
市
の
歴
史
と
合
わ
せ
て

同
年
に
世
界
で
起
こ
っ
た
出
来
事
を
紹
介
し
た
り
、
市

の
歴
史
な
ど
と
類
似
し
て
い
る
事
柄
を
交
え
て
紹
介
し

た
り
と
、
外
国
の
方
に
も
分
か
り
や
す
い
説
明
や
解
説

を
心
掛
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
培
っ
て
き
た
行
田

の
歴
史
に
つ
い
て
の
知
識
だ
け
で
な
く
、
自
身
が
渡
航

し
た
10
カ
国
以
上
の
外
国
の
歴
史
に
も
触
れ
た
ガ
イ
ド

を
す
る
こ
と
で
、
相
手
の
興
味
を
引
き
出
し
な
が
ら
行

田
の
魅
力
を
伝
え
て
い
ま
す
。

　

同
会
の
設
立
か
ら
8
年
が
経
過
し
、
こ
れ
ま
で
２
、

０
０
０
人
以
上
の
方
を
ガ
イ
ド
し
て
き
た
そ
う
で
す

が
、
現
在
は
活
動
の
幅
を
広
げ
て
い
く
た
め
、
若
い
メ

ン
バ
ー
の
勧
誘
や
現
場
研
修
な
ど
を
通
じ
て
、
よ
り
良

い
ガ
イ
ド
を
目
指
す
こ
と
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　
「
敗
者
復
活
戦
が
で
き
る
社
会
に
な
っ
て
ほ
し
い
」

と
語
る
小
出
さ
ん
。
仕
事
で
当
時
の
上
司
か
ら
「
失
敗

し
て
も
次
に
生
か
し
て
ほ
し
い
」
と
新
た
な
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
任
さ
れ
、
過
去
の
経
験
を
糧
に
成
功
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
た
そ
う
で
す
。
こ
う
し
た
経
験
か
ら
「
若
い

人
は
た
く
さ
ん
経
験
を
し
て
、
失
敗
し
て
も
諦
め
ず
に

再
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
ほ
し
い
」
と
、
こ
れ
か
ら
の
時
代

を
生
き
る
若
い
人
た
ち
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
残
し
ま
す
。

　
ユ
ニ
ー
ク
な
観
光
ガ
イ
ド
を
目
指
す

小
出
　
正
廣
さ
ん
（
持
田
・
76
歳
）

行田人ぎょうだじん

いき いき

児童図書の棚を増設しました
　今年度、児童コーナーにある児童書文庫の棚を増やし、新たな児童書を購入しま
した。
・歴史ゴーストバスターズシリーズ あさば みゆき／作
・絶叫学級シリーズ いしかわ えみ／原作 など

手榴弾消火器（郷土博物館蔵）
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2
6
THU

2
2
SUN

1
25

SAT

1
30

THU

　行田グリーンアリーナを会場に「市制施行75周年記念 
第33回行田市なわとび大会」が行われました。
　市内の小学生54人が参加し、「二重とび」や「こうさと
び」など全8種目で跳んだ回数を競い合いました。跳んだ
時間を競う「時間とび」では、小学3年生の福島輝さんが2
年連続で歴代記録を塗り替る快挙を成し遂げ、優勝を果
たしました。

　「みらい」文化ホールで「市民フォーラム（地域包括ケア）
共に支え合う社会を目指して～認知症になっても自分らし
く生きられるまちづくり～」が開催されました。
　当日は市内の認知症カフェの紹介や、VR動画を通じた
認知症体験などを実施。埼玉県立大学地域連携センター
吉田俊之教授による講演では、認知症の方との向き合い方
などがまちづくりのヒントにつながると語られました。

「みらい」文化ホールで浮城シニアクラブ連合会主催の
「令和6年度 いきいき芸能発表大会」が開催されました。
会場では、出演者が日頃から鍛えた自慢の喉で石川さ

ゆりさんや三山ひろしさんなどの名曲を歌い上げました。
カラオケだけでなく舞踊や尺八演奏も披露され、参加した
田島三千雄さんは、尺八で「旅姿三人男」など3曲を演奏
し、静寂と響きのコントラストで観客を魅了しました。

行田八幡神社で節分祭豆まきが開催されました。
当日は飲食販売の他、おもてなし甲冑隊によるクイズ
大会や潮崎ひろのさんによるコンサートなどを実施。本堂
前で行われた豆まきでは「鬼は外、福は内」の掛け声とと
もに勢いよく福豆などがまかれ、訪れた参拝者らは今年1
年の無病息災を願いながら大きく手を伸ばしていました。

2
8
SAT

1
24

FRI

2
13

THU

中央公民館で「市制施行75周年記念 第15回行田市少
年少女囲碁大会」が行われました。
当日は19路盤戦（ノーハンデ戦・ハンデ戦）や13路盤戦

の他、プロ棋士による指導碁や親子入門教室などを実施。
大会には初級者から上級者まで多くの選手が参加し、真剣
な表情で盤上の攻防に挑みました。

郷土博物館と忍城址を会場に第71回文化財防火デー
消防訓練が実施されました。
この訓練は、郷土博物館1階給湯室付近からの火災を想
定し、避難誘導や文化財の持ち出し訓練、初期消火訓練な
どが行われたもの。参加した同館職員らの火災発生時にお
ける対応力の向上や、安全意識の強化が図られました。

「日本遺産の日」に合わせ、「日本遺産の日に行く! ガイド
とめぐる行田足袋蔵めぐり」が開催されました。
この催しは普段非公開となっている足袋蔵などを学芸員
の案内で巡るもの。武蔵野銀行行田支店店舗の貴賓室や
屋上が公開され、参加者らは設立時の話を聞いたり、当時
の記録が残る展示物を見たりするなどして、知られざる日
本遺産の歴史に触れていました。

行田グリーンアリーナのサブアリーナで「市制施行75周
年記念 第27回公募行田市美術展」が開催されました。
絵画や写真をはじめ、書、工芸、彫

ちょうそ
塑など多岐にわたる

作品計294点を展示。創作者が日々自己研鑽した成果や
創作への熱意が伝わる数々の作品を、来場者は一つ一つ
じっくり鑑賞していました。

行田市美術展少年少女囲碁大会

文化財防火デー消防訓練

行田足袋蔵めぐり

いきいき芸能発表大会 節分祭豆まき

なわとび大会

市民フォーラム

6 9
THU SUN

2
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イベントイベント

▶�日時　3月23日㈰午後１時開演
（午後0時20分開場）
▶�場所　産業文化会館大ホール
▶�内�容　◦行田市合唱連盟加盟団体

による合唱発表
　◦�行田市制施行75周年記念合唱

曲委嘱初演 混声合唱とピアノの
ための「私たちの世界から」みな
づき みのり 作詩 松下 耕 作曲

▶�入場料　無料
▶�共催　同連盟、（公財）行田市産業・
文化・スポーツいきいき財団
▶�後援　行田市、行田市教育委員会、
行田市文化団体連合会
▶�問　大澤☎554―4588

▶�日時　3月30日㈰午前10時45分
～正午（午前10時30分集合）※雨
天中止
▶�集合場所　はにわの館隣レストハウス
▶�内容　さきたま古墳北コースを英
語のガイドを聞きながら約75分
で周遊（一部登頂あり）
▶�対象　英語と古墳に興味を持って
いる小学生以上の方
▶�定員　20人（先着順）
▶�参加費　無料
▶�共催　行田外国語観光ガイドボラ
ンティア会、コネクトザワールド・
ギョーダシティ
▶�後援　行田おもてなし観光局
▶�その他　ガイド終了後、希望者は
さきたまテラス前広場でランチ会
（持参または現地購入）を開催。ま
た能登半島の復興支援募金も募り
ます。
▶�問　電話で同会小出☎080―
1003―7988

市制施行75周年記念
第40回行田市合唱祭

「�やさしい英語で古墳の話
を聞こう」ガイドツアー

▶�日時　4月5日㈯午前10時～午後
4時
▶�場所　コミュニティセンターみず
しろ
▶�内容　市内の市民活動団体による
パネル展示やボランティア団体な
どによる飲食販売※飲食販売は午
後2時まで。パネル展示は4月4
日㈮～ 10日㈭

▶�共催　市民活動フェア実行委員
会、行田市
▶�問　地域活動推進課（内線253）

市民活動フェア2025
春まつり

▶�日時　4月12日㈯午後6時（男性
は午後5時45分、女性は午後5
時30分に集合）
▶�場所　ヴェールカフェ
▶�対象　独身の30歳～ 45歳の方
▶�定員　男女各8人（先着順）
▶�参加費　男性4,500円、女性
2,000円（飲み物・軽食付き）
▶�持ち物　事前に郵送するプロ
フィールカード
▶�共催　行田市教育委員会、（一社）
行田おもてなし観光局
▶�申申　二次元コードを読み取り必要
事項を入力の上送信するか、行田
市観光NAVIホームページからお
申し込みください。
▶�問　ヴェールカフェ
☎556―4330※
火曜日を除く

▶�日時　3月3日㈪～4月30日㈬午
前9時～午後4時※土・日曜日、
祝日を除く
▶�場所　JR行田駅前郵便局ロビー
（壱里山町13―2）
▶�内容　戦前・戦後の駅弁掛け紙な
どの鉄道コレクション展
▶�問　栗原☎090―1535―4460

▶�日時　3月20日㈭午前11時～午
後2時
▶�場所　さめじまボンディングクリ
ニック（熊谷市太井1681）
▶�内容　医療相談、院内見学、妊婦
体験、農業体験、世界の食事キッ
チンカーなど
▶�問　同クリニック石田☎080―
3512―2415

ヴェール de 婚活
～レトロ喫茶で逢いましょう～

郵便局街角ギャラリー
駅弁掛け紙鉄道展

インターナショナル
フェスティバル

▶�期日　3月30日㈰
▶�場所　水城公園、コミュニティセ
ンターみずしろ
▶�内容　【水城公園】飲食など物販の
他、ワークショップや太鼓、吹奏
楽、書道パフォーマンスなどのス
テージイベント
　�【コミュニティセンターみずしろ】
書道作品、アート作品の展示
▶�主催　彩art co.lab
▶�後援　行田市、行田市教育委員
会、行田商工会議所
▶�問　電話またはEメールで彩art 
co.lab☎ 070―
4784―6802【E
メール】irodoriart.
co. lab@gmail .
com

▶�日時　3月17日㈪～ 31日㈪午前
9時～午後4時30分
▶�場所　産業文化会館アートギャラ
リー
▶�内容　国立新美術館での発表作品
などの展示
▶�入場料　無料
▶�問　田中☎090―2750―5097

▶�日時　4月6日㈰午前9時
▶�場所　馬見塚第二集会所（馬見塚
913）
▶�主催　星川の自然とキタミソウを
守る会
▶�その他　ごみ袋と軍手は用意しま
す。長靴などを履き、汚れてもよ
い服装でご参加ください。
▶�問　同会会長栗原☎557―0091

百花繚乱
〜いろどり春フェスタ〜

個展 田中惠柳
行田市歴史探訪書作展

春のクリーン大作戦
およびキタミソウ観察会

教室・体験教室・体験

▶�日時　3月25日㈫午前10時～ 11
時30分
▶�場所　太井公民館ホール
▶�内容　認知症、軽度認知症障害、
認知症予防などを学ぶ他、認知症
予防のために脳トレや認知機能別
トレーニングツールを体験する。
▶�講師　株式会社ダスキン社員
▶�対象　家族の介護をしている方、
介護に興味・関心のある方
▶�定員　15人（先着順）
▶�参加費　無料
▶�持ち物　筆記用具
▶�申申・問　3月24日㈪までに電話
で地域包括支援センター壮幸会
（下忍1162―14）☎552―1123

▶�日時　4月～令和8年3月の第2
日曜日（12回）午前10時～正午※
11月、令和8年3月のみ第3日曜
日
▶�場所　産業文化会館第2会議室
▶�内容　自然科学の謎を楽しく解明
する。
▶�講師　根岸利一郎さん（NPO法人
まなびクラブ・リクウェイ代表）
▶�対象　市内在住の小学4年生～中
学3年生
▶�定員　各回15人（先着順）
▶�参加費　1回600円（保険料、材
料費）
▶�主催　（公財）行田市産業・文化・
スポーツいきいき財団
▶�申申・問　各回開催日の4日前の水
曜日午後4時までに直接同館☎
556―6371

介護者教室
「認知症セミナー」

さんぶん科学体験教室

▶�日時　3月22日㈯午後1時～5時・�
23日㈰午前9時～午後4時
▶�場所　忍・行田公民館ホール
▶�内容　退職公務員連盟会員などの
絵画、写真、俳句、手芸などの作
品を展示
▶�対象　退職公務員連盟行田支部会
員とその家族、会員の推薦者
▶�参加費　無料
▶�後援　行田市、行田市教育委員会
▶�問　同支部文化展示祭実行委員
　田口☎554―7778

退公連
「第4回行田支部文化展示祭」

行田春まつり

▶�日    時　�4月5日㈯午前10時～午後4時（交通規制は午前10時～
午後5時）

▶�内    容　各種露店出店、各種催し物
▶�主    催　行田春まつり実行委員会
▶�そ の 他　�会場およびその周辺で無人飛行物体（ドローンなど）の使用

を禁止します。
▶�問い合わせ　同実行委員会☎090―7814―9615

産業文化会館

行田地方庁舎

行田市民プール
忍小
文

P
忍城バスターミナル
駐車場

コミュニティセンターみずしろ

WC

WC

WC

WC

水城公園

至吹上

交通規制略図

車両
通行禁止区域

（自転車含む）

（歩行者天国）
※降車しての自転車
　は可

〈凡例〉

◎交通規制時間内、市内循環
　バスは「水城公園停留所」
　には停車しません。

広告広告
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行田市の人口と世帯
※（　）内は前月比

【住民基本台帳人口】
（令和7年2月1日現在）

人口77,699人(―155)　男38,488人(―77)　女39,211人(―78)　世帯数36,341世帯(―54)
1月中の異動　出生29人　転入等174人　死亡130人　転出等228人

■ 市報ぎょうだに掲載されているあなたの写真を差し上げます。市報をデイジー版に録音したものを
希望者宅にお届けします。ご希望の方は、広報広聴課（内線318）まで。

▶ 日時　毎月第1・3日曜日の午前9
時～ 11時※第1回は4月13日㈰
▶ 場所　行田グリーンアリーナ
▶ 内容　走る、跳ぶなどの陸上運動
の基本を学ぶ。
▶ 対象　小学生
▶ 定員　80人（先着順）
▶ 費用　【入会金】1,500円【月額】
500円
▶ 主催　行田市陸上競技協会
▶ 申申 4月13日㈰午前9時～ 10時
に直接同施設1階柔道場
▶ 問　同協会大嶋☎556―0983ま
たは森☎554―6615

▶ 日時　4月21日㈪午前9時～正午
▶ 場所　鴻巣市吹上パークゴルフ場
（鴻巣市大芦地内）
▶ 内容　1本のゴルフクラブでボー
ルを打ち、グリーン上のカップに
入れるまでの打数を競うスポーツ
の体験会
▶ 対象　18歳以上の方
▶ 定員　15人（先着順）
▶ 参加費　500円
▶ 持ち物　運動しやすい服装、飲み
物※クラブ、ボールの無料貸し出
しあり
▶ 主催　行田市パークゴルフ愛好会
▶ 申申・問　4月 14日㈪までに電話
またはEメールで同会代表今村ま
たは事務局黒沢☎090―3519―
0365【Eメール】kuro-50@ezweb.
ne.jp

小学生陸上運動教室

パークゴルフ体験会

相　　談相　　談

▶ 日時　4月7日㈪午前9時50分～
11時30分
▶ 場所　総合福祉会館「やすらぎの
里」
▶ 内容　子育ての悩み・不安を仲間
同士や先輩ママと解決していく。
▶ 対象　市内在住で乳幼児を持つ保
護者
▶ 定員　親子30組（託児あり）
▶ 参加費　1組100円
▶ 主催　行田市民生委員・児童委員
連合会
▶ 共催　行田市、行田市教育委員
会、行田市社会福祉協議会
▶ 申申・問　3月7日㈮～ 4月4日㈮
に二次元コードを
読み取り必要事項
を入力し送信する
か、電話で同協議
会☎557―5400

スポーツスポーツ

▶ 日時　3月23日㈰午前10時～午
後4時
▶ 場所　行田グリーンアリーナメイ
ンアリーナ
▶ 種目　バスケットボール、バドミ
ントン、卓球
▶ 利用時間　1種目当たり1時間まで
▶ 参加費　【バスケットボール（1
人）・卓球（1台）】高校生以上100
円、中学生以下50円【バドミント
ン（1面）】高校生以上200円、中
学生以下100円
▶ 持ち物　室内履き
▶ 申申・問　当日に直接同施設☎
553―3377

子育て談話室「たんぽぽ」

グリアリスポーツの日

▶ 日時　3月29日～ 5月17日毎週
土曜日（全8回）午前9時～ 10時

▶ 場所　富士見公園テニスコート
▶ 対象　新小学1年生～新小学6年生
▶ 定員　30人（先着順）
▶ 参加費　3,000円（全8回分）
▶ 持ち物　テニスシューズ（運動靴
可）※ラケットの貸し出し可
▶ 申申・問　電子メールで行田ジュニア
テニスクラブ横田☎090―2733
―5192【Eメール】t.t.yokota@
gmail.com

▶ 日時 4月8日・15日・22日いずれ
も火曜日午後1時30分～3時30分
▶ 場所　コミュニティセンターみず
しろ102会議室
▶ 内容　初心者でも簡単で気軽にで
きるマジックを学ぶ。
▶ 定員　20人（先着順）
▶ 参加費　無料
▶ 持ち物　はさみ※持っている方は
トランプカード
▶ 主催　行田マジック愛好会
▶ 申申・問　松本☎090―7820―
3923【Eメール】tabewb8187@
yahoo.co.jp

▶ 日時　4月6日～令和8年3月29
日の日曜日（月2回）午後7時～9時
▶ 場所 コミュニティセンターみずしろ
▶ 内容　生きた英会話を楽しく学ぶ。
▶ 定員　15人（先着順）
▶ 受講料 月額2,000円（学生は無料）
▶ 問　3月31日㈪までに電話または
Eメールで新井☎080―6703―
0123【Eメール】mea.patchsensei
0608superman@au.com

硬式テニス教室（初心者）

マジック教室
これであなたもマジシャン

Above英会話クラス

▶ 日時　4月20日～ 6月22日毎週
日曜日午前9時～ 11時
▶ 場所　富士見公園テニスコート
▶ 対象　ソフトテニス初心者から技
術の向上を目指す経験者まで
▶ 参加費　1,000円※初日に徴収
▶ 持ち物　テニスシューズ
▶ その他　ラケットの貸し出し可
▶ 申申 行田市ソフトテニス連盟ホー
ムページから申込用紙をダウン
ロードし、必要事項を記入の上、
開催日当日にテニスコートで申し
込みください。
▶ 問　同連盟大西
☎080―5492―
2239

▶ 日時　3月15日～ 29日の毎週土
曜日（全3回）【1部】午後3時～ 4
時【2部】午後7時～ 8時
▶ 場所　中央公民館レクリエーショ
ン室、行田グリーンアリーナ柔道
場
▶ 内容　つかまれたときの逃げ方や
反撃法、座禅体験など
▶ 対象　小学生以上
▶ 定員　各部20人（先着順）
▶ 参加費　無料
▶ 申申 3月13日㈭までに二次元
コードを読み取り必要事項を入力
の上、送信
▶ 問　少林寺拳法行
田南道院拳友会向
井 ☎050―6881
―8364

ソフトテニス教室

初心者のための武道・護身術
体験教室（少林寺拳法）市ホームページで情報発信！「みんなの広場」・「すまいるウォッチ」

　市ホームページでは、市民の皆さんが活動の情報や写真などを投稿で
きる場をトップページに設けています。ぜひご活用ください。

みんなの広場
▶ 掲載できる情報　
　 【募集情報】サークル活動などの会員、ボランティア、作品など
　 【おでかけ・イベント情報】営利目的でないイベント・講座など
　 【グルメ情報】市内の店舗で食べた料理や自分で作った
料理の写真やレシピなど

　 【フォト】市内で撮った風景、人物、ペットなどの写真
　 【自由テーマ】上記以外で、市民の皆さんにお知らせし
たい情報

すまいるウォッチ
　市民の皆さんのすてきな笑顔の写真を時刻とともに市
ホームページ上に表示するものです。
▶ 応募できる写真　市内在住・在勤・在学の方の笑顔の
写真または見た人が笑顔になれるような人物写真

いずれも
▶ 投稿方法　応募フォームから必要事項を入力の上、投稿してください。
▶ 問い合わせ　広報広聴課（内線318・322）

自衛官候補生
▶ 受付期間　年間を通じて受け付け
▶ 対象　日本国籍を有する18歳以
上33歳未満の方

一般曹候補生
▶ 受付期間　3月1日㈯～ 5月7日
㈬

▶ 試験日　【1次試験】5月17日㈯～
25日㈰のうち1日【2次試験】6月
14日㈯～ 29日㈰のうち1日

▶ 試験会場　受付時にお知らせ
▶ 対象　日本国籍を有する18歳以
上33歳未満の方

自衛隊幹部候補生（一般）
▶ 受付期間　3月1日㈯～ 4月4日
㈮

▶ 試験日　【1次試験】4月12日㈯ま
たは13日㈰【2次試験】6月1日㈰
～ 7日㈯のうち1日

▶ 試験会場　受付時にお知らせ
▶ 対象　日本国籍を有する20歳以
上26歳未満の方※20歳以上22
歳未満の方は大卒（見込み含む） 

▶ 問　防衛省自衛隊埼玉地方協力本
部熊谷地域事務所☎522―4855

募　　募　　集集

自衛官等

広告広告
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はじめまして
令和6年3月生まれのおともだち

神
田
穂ほ

の乃
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谷
郷
）

令
和
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年
3
月
29
日
生
ま
れ

父
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昌
彦
さ
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母
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博
美
さ
ん
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元
気
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っ
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大
き
く
な
っ
て
ね
♡
」
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澤
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に
見
に
行
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ね
！
」
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幸
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運
ぶ
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が
と
う
!
」
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日
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小
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令
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母
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ち
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緑
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）

令
和
6
年
3
月
21
日
生
ま
れ

父
・
勇
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郎
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母
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亜
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「
い
っ
ぱ
い
食
べ
て
、

元
気
に
育
っ
て
ね
!
」
「
い
つ
も
可
愛
い
笑
顔
を

あ
り
が
と
う
♡
」

環境にやさしい
植物油インキ

ホームページ https://www.city.gyoda.lg.jp

行田市公式LINEの
友だち登録はこちらから！

現在の友だち登録数34,100人！

●市政・イベント・防災などに関する行政情報を発信します。

今月の表紙 　3月8日は「国際女性デー」。女性の権利を守り男女共同
参画の実現を目指すため、1975年に国連により定めら

れ、今年で50周年を迎えます。
　今月の表紙は、シンボルフラワーである黄色のミモザ（4ページ参照）と正
義・尊厳を象徴する紫色でデザインをしました。
　この機会に男女共同参画について考えてみませんか。

齋
藤
蒼そ
う
た太

ち
ゃ
ん
（
小
見
）

令
和
6
年
3
月
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日
生
ま
れ

父
・
純
さ
ん　
母
・
千
加
さ
ん

「
兄
弟
仲
良
くすく

す
く
育
っ
て
ね
」

● 3月3日㈪～31日㈪に電話またはEメールで広報広聴課（内線
322） ※応募要領は市ホームページをご覧ください。
● 応募者多数の場合は、4月2日㈬午前11時から市役所201A会議
室で公開抽選を行います。

令和6年5月生まれのお子さんを募集します

市長コラム市長コラム
 新しい行田へ

第17回 「マイカーだけに頼らない
 社会を目指して」

行田市はマイカー社会。私自身も、プライ
ベートではマイカー移動です。といっても、
行く場所はだいたい決まっていて、日々の
食材を買うスーパーが断トツの1位。次が
日用品を買いにドラッグストア、そしてJR
の駅、意外と行くのが古代蓮の里と、もっぱ
ら市内の決まった場所に限られています。
そんな私でも、運転できなくなったときを
想像すると、行動範囲がかなり狭まる感じがします。行田市での自動車
運転免許の自主返納の状況は、平成26年は115人でしたが、令和5年

では308人の方が自主返納をしています。マイカーに乗れなくても高齢者がいきいきと過ごせるまちにしたい。そのための
地域公共交通の改善は、現在、市政の一大テーマとなっています。
私が市長に就任して3日目に、国土交通省の自動車局長・鉄道局長を歴任された奥田哲也さんとお会いし、行田市の政策
特別顧問への就任をお願いしました。知見や人脈に富んだ方のお知恵を徹底的にお借りすることが近道と思ったからです。
奥田さんの助言を頼りに、担当職員がひたすら他市の事例を学んで、今年1月6日から、乗合型AIオンデマンド交通「うき
しろ号」の実証運行が始まりました。市民の皆さんならどなたでもご利用いただけますので、まずは、ご利用いただいて感
想などお声をお寄せください。
2月下旬からは、ご高齢の方が通っている場所への無料送迎が始まりました。「やすらぎの里」や「永寿荘」、「南河原荘」、

さらにはいきいきサロンの会場となる公民館や集会所など、順次、目的地を広げていきます。
市内外の人の行き来を活発にし、行田の経済を元気にするためにも地域公共交通は重要です。昨年12月には「日本版ライ

ドシェア」、3月下旬には電動自転車をシェアポートから自由に乗り降りできる「シェアサイクル」が始まる予定です。いずれ
も市と連携した民間会社の事業です。
「マイカーだけに頼らない社会」への小さな一歩を踏み出しました。どうぞ、皆さんのお声をお聞かせください。

行田市長  行田邦子


